
一
い
撮
り
れ
能
利
い
い
無

一
な
の
い
さ
る
見
な
と
、

一
得
難
な
断
す
後
得
い
し

一
を
主
き
判
使
年
を
な
反

一
む
主
で
て
行
成
む
え
適

一
や
民
眼
つ
を
に
や
与
に

一
「
!
制
制
た
権
律

f

忠
司
法

一
、
会
は
あ
単
一
は
機
嫌

一
と
議
機
に
灘
、
の
り
等
は

一
る
、
挙
用
、
り
う
い
選
定

一
え
り
選
利
と
な
噂
な
に
規

一
帯
限
の
の
力
輿
在
え
者
の

一
を
い
民
度
能
に
檎
漕
用
法

一
留
な
闘
制
連
か
挙
は
利
挙

一
趣
が
す
見
轡
ら
灘
と
見
越

一
の

J
な
後
窟
明
の
J
後
職
。

一
法
由
を
年
時
間
は
者
自
年
川
町
だ

「
成
年
後
見
制
鹿
」
曜
日
で
後
見
人
が
付
い
た
知
的
障
や
知
的
障
害
、
韓
審
な
ど
で
十
分
な
宮
幹
時
る
力
用
現
時
う
効

摺
者
ら
に
選
議
権
を
与
え
な
い
公
職
選
挙
法
の
規
定
が
、
懸
が
な
い
人
に
代
わ
り
、
披
露
裁
塑
附
カ
選
一
輔
東
京
地
裁
判
決
の
骨
子

警

護

す

る

か

が

争

わ

れ

た

訴

訟

の

判

決

で

、

棄

地

裁

覧

会

な

ど

が

開

審

理

や

福

祉

サ

1
7
l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
i
i
!
!
?

は

昔

、

灘

署

保

障

し

た

撃

事

業

な

ど

に

識

択

、

意

ど

ょ

す

る

官

智

一

な

る

と

評

価

。

量

管

事

、

識

と

す

る

初

め

て

の

司

法

判

断

を

示

し

た

。

そ

の

あ

鐸

腕

開

拡

鮮

明

C
Mト
時
一
関
口
日
十
ト
四
日
間
滞
げ

麟

う

え

で

、

茨

城

県

牛

久

市

に

住

む

ダ

ウ

ン

症

の

女

性

に

霊

一

ま

っ

た

c

判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
後
一
ま
雷
え
な
い
」
選
定

陸

橋

が

あ

る

と

認

め

た

。

佐

、

補

助

の

3
種
類
が
あ
り
、
選
挙
檎
が
失
一
，
t

隣

諸

面

H
E撃
に
行
け
る
、

7
菌

j
遠
雷
、

M
面
の
は
後
見
の
み
の
産
議
事
後
見
人
が
一
さ
ら
に
、
監
暑
の
自
己
決
一
者
ら
に
選
挙
権
を
鯨
め
る
流
れ
一
総
務
建
設
の
対
応
に

初

日

社

観

3
4

い
る
人
は
約
問
万
6
千
人
一
定
権
を
柑
還
す
る
棄
に
基
づ
一
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
益
法
の
一
つ
い
て
は
、
法
務
省
と
協
識
し

i
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
i
i
l
i
l
一

い

て

成

年

後

見

制

度

が

で

宮

た

…

塑

…

た

い

F
ン
ト
を
出
ト

1
M
閣

議

襲

判

長

は

「

様

々

な

一

公

選

管

語

、

覧

会

一

「

選

挙

織

を

題

管

理

室

の

一

号

、

「

選

挙

塁

審

議

雇

営

、

海

外

で

も

知

的

喜

一

た

。

一

た

。

(

小

健

次

郎

)

ト
、
タ
'
境
遇
に
あ
る
国
民
が
、
ど
ん
な
一
付
い
た
人
に
は
選
挙
権
が
な
い
一
能
力
で
制
限
す
る
の
は
許
さ
れ
一
保
す
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い

心
山
|
恥
施
策
が
さ
れ
た
ら
自
分
た
ち
は
一
と
定
め
て
い
る
。
「
関
躍
管
理
一
な
い
」
と
提
訴
し
て
い
た
。
一
週
闘
が
な
い
限
り
、
制
限
は
で

ゴ
議
斬
幸
せ
か
な
ど
の
意
見
を
、
選
挙
一
が
で
き
な
い
」
と
総
定
さ
れ
た
一
判
決
は
選
挙
権
に
つ
い
て
一
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

F
頃
日
を
通
じ
て
関
政
に
届
け
る
こ
と
一
人
に
は
判
断
能
力
が
な
く
、
不
一
「
繍
金
制
民
主
主
強
の
棋
斡
を
一
そ
の
う
え
で
、
後
見
人
が
付

日
目
こ
そ
が
民
主
主
轄
と
と
英
、
一
語
警
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
一
な
す
も
の
で
、
一
定
の
年
齢
に
一
い
た
人
へ
の
選
挙
権
の
制
限
が

弘
明
襲
警
が
週
薦
議
つ
溜
石
室
と
市
議
漬
由
だ
。
一
連
し
た
闘
民
の
す
べ
て
に
喜
一
評
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し

f
酷
引
識
を
強
調
し
た
。
問
機
の
談
山
一
原
告
の
名
児
耶
匠
さ
ん
(
切
と
に
与
え
ら
れ
る
」
と
摺
摘
。
輝
一
た
。
後
見
人
が
必
饗
か
は
「
尉

r
l
年
は
札
腕
、
さ
い
た
ま
、
京
都
の
3
一は、

2
0
0
7年
に
父
親
が
後
一
外
在
住
の
日
本
人
が
選
挙
権
を
…
躍
を
管
理
喝
処
分
す
る
能
力
」

叫
備
口
地
裁
で
も
起
こ
さ
れ
て
お
h

見
人
と
な
っ
て
選
挙
楠
を
失
っ
一
行
使
で
き
な
い
の
は
趣
織
と
認
一
で
判
断
さ
れ
て
お
り
、
「
灘
準

品

誤

判

決

議

た

の

は

初

め

て

。

た

こ

と

か

ら

、

基

2
2一
め
た

ω告
書
裁
判
決
母
引
福
素
認
す
る
能
力
」
と
は
興

3

h

b
同

決

聞

製

号

判

新

援

器
闘
祉
制
口
M
焔
明

信
地
朝
鯛

配

京

O
※
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自
分
を
守
り
、
助
け
て
く
れ
る
仕

組
み
だ
と
聞
い
て
い
た
の
に
、
投
聞
紙

に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
口
選

挙
権
を
返
し
て
ほ
し
い
l
i。

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
後
見

人
を
つ
け
た
ダ
ウ
ン
症
の
女
性
が
そ

う
訴
え
て
い
た
裁
判
で
、
東
京
地
裁

は
「
後
見
を
受
け
て
い
る
人
に
は
選

挙
権
を
与
え
な
い
と
定
め
た
公
職
選

挙
法
は
、
参
政
権
を
保
障
し
た
態
法

に
違
反
す
る
」
と
述
べ
た
。

得
心
の
ゆ
く
判
断
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
法
簿
上
の
権

利
を
一
律
に
と
り
あ
げ
る
「
禁
治
産

制
度
」
に
か
わ
っ
て
、

2
0
0
0年

4
月
に
施
行
さ
れ
た
。

病
気
や
高
齢
で
判
断
力
の
費
え
た

人
に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
能
力
に
応

じ
、
本
人
が
や
る
も
の
、
他
人
に
委

ね
る
も
の
を
柔
軟
に
区
分
け
す
る
白

そ
う
や
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
を
負
手
人
も

自
分
の
こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
決

め
、
ふ
つ
う
の
生
活
を
送
れ
る
社
会

に
す
る
。
そ
れ
が
目
的
だ
っ
た
。

主
な
の
に
、
実
際
に
後
見
さ
れ
る
立

揚
に
な
る
と
、
民
主
主
議
社
会
を
築

い
て
い
く
う
え
で
も
っ
と
も
大
切
な

権
利
で
あ
る
選
挙
権
を
、
そ
っ
く
り

奪
わ
れ
る
。
政
治
に
自
分
の
声
を
届

け
る
道
を
ふ
さ
が
れ
、
事
実
上
、
主

権
者
の
地
位
を
追
わ
れ
る
口
明
ら
か

に
お
か
し
な
鵠
た
。

選
挙
権
の
扱
い
は
、
法
俸
を
つ
く

る
段
階
で
も
議
論
に
な
っ
た
。

禁
治
産
者
は
投
票
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
法
務
省
は
制
度
の

切
り
か
え
を
機
に
、
こ
の
制
限
を
な

く
す
よ
う
唱
え
た
。
だ
が
旧
自
治
省

の
反
対
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

今
回
の
裁
判
で
も
、
国
側
は
「
判

断
力
に
欠
け
る
人
が
選
挙
権
を
も
っ

と
、
不
正
な
働
き
か
け
を
受
け
た
り

第
三
者
に
悪
用
さ
れ
た
り
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
」
と
主
醸
し
た
。

そ
う
い
う
ケ
ー
ス
が
な
い
と
は
い

わ
な
い
。
し
か
し
局
所
的
な
不
公
正

を
気
に
し
て
、
よ
り
璽
要
な
「
全
体

と
し
て
の
公
正
」
を
見
て
い
な
い
の

が
、
い
ま
の
規
定
で
は
な
い
か
口

判
決
が
「
不
公
正
a

不
適
正
な
投

票
が
相
当
に
一
酷
い
頻
度
で
行
わ
れ
、

国
政
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
え
る
だ
け
の
事
情
は
な
い
」
と

指
摘
し
、
国
側
の
雷
い
分
を
退
け
た

の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。

公
選
法
に
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
、
改
諮
問
を
強
く
訴
え

て
こ
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
も
反
省
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
似
た
よ
う
な

か
た
ち
で
、
障
害
を
理
由
に
、
資
格

の
取
得
や
公
共
施
設
の
利
用
が
制
限

さ
れ
る
例
は
あ
る
。
時
代
に
即
し
た

不
断
の
見
直
し
が
必
要
だ
ろ
う
。

原
告
は
制
度
の
矛
盾
を
つ
く
と
同

時
に
、
選
挙
権
が
あ
る
の
を
当
た
り

前
と
受
け
と
め
て
い
る
私
た
ち
に
、

投
康
を
通
じ
て
政
治
い
参
加
す
る
大

切
さ
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
ロ

民
主
主
義
と
は
何
か
。
社
会
と
つ

な
が
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
ロ
そ

れ
ら
を
考
え
る
と
き
に
、
必
ず
立
ち

返
る
べ
き
裁
判
と
な
っ
た
白

噌醤
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勝
訴
を
琵
げ
て
A

接
見
す
る
名
見
耶
匠
さ
ん
(
中
央
)
。
左

は
母
親
の
佳
子
さ
ん
、
布
は
父
親
の
清
吉
さ
ん
M
M日
午

後
、
・
践
が
関
の
司
法
制
者
ク
ラ
ブ
、
加
麟
椋
織
衛

一
畿
で
言
仕
組
み
者
一
昨
臨
時
説
明
慰
問
問
一
選
挙
権
の
保
障

一
闘
本
成
年
後
見
法
襲
撃
一
し
を
す
る
契
機
に
な
る
の
で
は
一
重
く
見
た
判
決

一
園
棋
の
新
井
麟
@
中
央
大
学
法
学
一
な
い
か
。
選
挙
権
在
実
質
的
に
一

一
部
教
揖
(
民
法
)
の
話
鍛
治
一
保
障
す
る
た
め
に
は
、
避
織
と
一

A

解
説
V

知
的
障
轡
が
あ
っ

一
躍
制
度
か
腿
止
さ
れ
成
年
後
見
一
さ
れ
た
公
職
選
挙
法
の
規
定
を
一
て
も
、
選
挙
権
を
一
俸
に
響
つ

一
制
度
が
で
き
た
が
、
選
挙
権
や
一
な
く
す
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
一
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
1
1
0
東

一
地
方
公
務
員
に
な
る
権
利
を
は
一
障
害
者
が
実
際
に
投
麗
で
き
る
一
京
地
裁
判
決
は
、
す
べ
て
の
国

一
じ
め
、
多
く
の
資
格
率
っ
た
一
仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
一
時
都
持
臨
議
問
、

-

ま

ま

に

な

っ

て

い

る

。

そ

う

し

一

る

。

一

一
「
極
め
て
例
外
的
な
揚
合
に
だ

も
一
け
制
限
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
号
、
選
挙
得
票
い
」
α

後
見
人
が
付
け
ら
一
し
、
ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
の
仕
事
一
と
撃
に
存
る
よ
う
に
ヂ
一
賃
制
度
を
制
限
の
撃
に

た
た
め
に
、
襲
撃
失
っ
た
ダ
ウ
ン
症
の
室
長
い
五
締
け
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ス
を
豆
、
う
れ
し
い
」
と
轄
し

7

一
利
用
す
る
こ
と
に
は
円
か
ら

が
、
司
法
に
届
い
た
。
議
選
準
法
の
規
審
議
と
断
じ
た
一
見
た
り
、
選
挙
論
議
完
一
代
理
人
の
杉
浦
ひ
と
み
義
一
拙
判
が
あ
っ
た
。
「
着
陸
」

比
日
の
裏
地
裁
判
決
G

裁
判
援
護
に
「
ど
う
ぞ
、
社
会
に
一
り
し
て
、
親
子
で
必
ず
襲
し
マ
ー
は
ぺ
裁
判
長
は
非
常
に
わ
か
一
き
れ
た
悲
痛
襲
、

2

捗
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
揺
り
か
け
た
。
各
地
で
訴
え
を
起
こ
一
て
き
た
。
し
か
し
、
計
算
が
苦
手
一
り
や
す
い
簡
灘
で
丁
箪
に
話
し
一

0
0
0年
に
成
年
後
見
制
度
に

一
な
こ
と
を
心
警
告
察
、
一
て
お
り
、
法
廷
寝
起
喜
一
受
付
し
た
際
に
も
撒
捜
検
討

す
同
じ
霊
の
人
た
ち
に
も
、
鶴
び
が
広
が
っ
た
。
?
商
事
照
一

2
0
0
7震
後
見
人
を
付
け
一
号
差
別
し
な
い
こ
と
を
議
し
エ
C
れ
た
。
だ
が
露
、
「
選
挙
権

「
選
挙
で
投
票
で
き
る
地
位
一
「
選
挙
を
で
き
る
こ
と
に
な
り
一
た
た
め
、
選
挙
権
を
失
っ
た
。
父
一
て
い
た
」
と
高
く
都
価
し
た
。
一
の
行
俸
ル
は
樹
力
が
必
離
で
、

に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
」
。
一
ま
し
た
」
。
次
の
撃
で
阿
親
親
の
響
さ
ん

g
E能
力
一
「
今
回
の
判
断
益
率
警
一
統
一
的
な
撃
で
制
限
し
た

定
議
裁
判
長
が
主
文
書
い
一
と
襲
名
き
た
い
と
思
う
か
一
が
下
が
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
示
す
の
は
難
し
い
っ
今
後
最
一
い
一
と
の
意
見
が
棋
強
く
、
「
鱗

渡
す
と
、
傍
聴
席
の
支
鑓
脅
か
一
事
ね
ら
れ
、
「
思
い
ま
す
こ
に
、
お
か
し
い
と
一
宮
っ
て
き
た
。
一
似
の
判
決
が
続
く
の
で
は
な
1

一
類
以
上
の
確
定
警
な
ど
と

ら
拍
手
が
わ
き
℃
っ
た
。
一
と
は
っ
き
り
構
え
た
。
一
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
ま
し
た
こ
か
」
と
期
待
し

F

1

J
並
べ
ら
れ
る
形
で
、
公
職
選
輪

一

一

7

…
法
に
よ
っ
て
選
挙
権
が
制
限
さ

原
告
席
の
名
児
耶
陛
さ
ん
一
匠
さ
ん
は
議
議
学
校
を
卒
諜
一
母
親
の
佳
子
さ
ん
(
加
)
も
「
娘
一
(
出
村
側
、
隅
野
連
)
同

一

一

一

一

れ

鱗

け

た

。

し

か

し

、

判

決

が

(
初
)
は
背
筋
を
伸
ば
し
、
緊
輝
一

れ
鵠
刊
点
ト
開
M
U
M

一
各
地
の
原
告
喜
び
の
声
一
時
陸
路
間

ど
う
ぞ
選
挙
権
を
行
使
し
て
、
一
各
地
で
訴
訟
を
締
け
る
人
か
一
メ
ン
ト
し
た
。
鴎
谷
焼
野
機
関
一
地
裁
で
判
決
を
傍
聴
し
た
。
一
り
、
}
障
の
制
限
が
時
代
避
れ

社
会
に
癖
加
し
て
く
だ
さ
い
。
一
ら
も
、
離
ぴ
の
揮
が
相
次
い
だ
。
一
間
設
は
「
成
年
後
見
制
度
の
利
用
一
「
感
動
的
で
し
た
。
次
は
魔
子
ち
一
な
の
は
明
.
ら
か
だ
ろ
う
。
日
本

ど
う
ぞ
胸
を
譲
っ
て
、
い
い
人
一
京
都
地
裁
に
訴
え
て
い
る
知
一
者
全
体
に
影
鱒
者
与
え
る
大
き
一
ゃ
ん
の
番
だ
よ
、
と
伝
え
た
い
三
井
礎
士
連
合
会
は
8
年
も
前
か

生
者
生
き
て
く
だ
さ
い
」
。
匠
さ
一
的
障
害
者
の
男
性
(
印
)
は
弁
護
一
な
窓
離
が
あ
る
」
と
評
価
し
た
。
一
札
鯛
地
裁
で
争
っ
て
い
る
札
一
ら
見
障
し
を
求
め
て
い
た
。

ん
の
顔
に
初
め
て
笑
み
が
浮
か
一
問
者
組
じ
、
「
う
れ
し
い
。
麗
に
一
さ
い
た
ま
地
裁
に
は
、
埼
玉
一
瞬
市
の
男
性
〈
閃
)
も
判
決
を
間
一
一
方
で
判
決
は
、
選
挙
権
の

び
、
事
撃
が
轡
い
た
。
一
は
露
濯
が
あ
る
。
京
都
地
裁
一
県
神
川
町
の
浅
見
撃
さ
ん
一
き
、
「
う
れ
し
い
。
ま
た
選
挙
一
行
使
に
「
患
の
離
力
」
が
量

豊
後
の
審
会
見
直
さ
ぶ
早
く
判
決
を
出
レ
て
選
挙
檎
一
(
町
)
が
訴
え
て
い
る
。
姉
で
後
ご
い
行
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
レ
一
で
庇
る
と
い
う
愛
方
ま
で
は

ん
は
「
う
れ
し
い
で
す
ね
二
遺
し
て
下
さ
い
」
な
ど
と
コ
一
見
人
の
撃
さ
ん
(
患
が
東
京
一
ど
と
諮
っ
た
。
一
否
定
し
て
い
な
い
。
罰
禁

一
郎
す
る
「
不
公
正
な
投
蕪
」
が
起

き
な
い
よ
う
に
配
躍
し
つ
つ
、

よ
り
多
く
の
国
民
に
選
挙
権
を

保
障
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
。
時
代
に
合
っ
た
離
輸
が

求
め
ら
れ
る
。
(
小
一
松
陸
次
郎
)

L蝿田園喝組
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一
は
必
顎
」
と
主
摂
し
た
が
、
判
一
先
金
に
な
い
人
に
限
β
て
選
挙

一
決
は
「
不
正
が
商
い
頻
度
で
空
機
を
与
え
な
い
と
い
う
規
定
を

一
わ
れ
、
選
挙
の
公
正
が
阻
轡
さ
一
設
け
て
い
る
国
お
あ
り
、
後
見

一
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
は
雷
え
な
一
人
が
付
い
た
人
の
選
単
機
を
一

一
い
」
と
じ
、
白
「
還
準
機
を
制
限
一
律
に
欝
う
こ
と
は
許
さ
れ
な

一
し
な
け
れ
ば
不
正
は
排
除
で
き
一
い
」
と
退
け
た
。

一
な
い
こ
と
を
、
国
は
伺
ら
立
証
一
原
告
の
置
さ
ん
は
閉
廷
後
、

一
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し
た
。
一
東
京
@
鶴
、
か
闘
で
両
親
や
弁
鶏

一
ま
た
、
選
挙
の
度
に
投
融
制
で
一
回
と
記
者
会
見
し
、
「
う
れ
し

…
き
る
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
一
い
で
す
」
と
述
べ
た
。

一
個
別
に
鰭
査
す
る
こ
と
は
困
難
一
公
選
法
を
所
鰯
幽
す
る
総
脇
曾

審
て
約
な
ロ

ωら
問
。
一
撃
で
園
館
、
「
第
三
者
五
、
成
年
後
見
制
度
で
の
制
限
一
の
話
「
今
後
の
対
応
は
、
訴
訟

障
つ
契
し
る
加
者
ゃ
い
一
の
働
き
か
け
で
不
正
投
顛
が
行
一
は
や
む
を
縛
な
い
と
す
る
国
の
一
を
担
当
す
る
法
務
省
と
協
麟
し

的
よ
の
出
す
、
簡
土
歩
一
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
制
限
一
主
強
に
つ
い
て
も
、
「
能
力
が
一
た
い
」

知
に
人
き
行
り
陣
鐘
が

m

-

ど
た
引
代
わ
D

弁
と

人
な
し
の
を
代
た
、
こ

見
症
如
金
理
に
，
れ
か
く

後
知
欠
貯
脇
田
鹿
さ
ほ
就

年
認
が
預
産
制
入
の
が

成
や
力
や
財
産
樽
族
士

断
為
の
治
に
親
盤

判
行
ど
幾
年
の
法

吉
小

「
成
年
後
見
人
闘
が
付
く
と
選
挙
権
を
失
う
」
と
し
た
公

職
選
挙
法
の
規
定
は
事
政
権
を
保
陣
し
た
欝
搭
札
違
反
す
る

と
し
て
、
知
的
障
簡
が
あ
る
茨
城
県
の
女
性
が
国
に
選
挙
織

の
確
認
を
求
め
た
訴
訟
で
、
東
京
地
識
は
は
目
、
規
定
を
謹

樹
閥
、
無
効
と
し
た
上
で
、
選
挙
権
を
認
め
る
判
決
を
雷
い
漉
‘

し
た
。
鎖
解
誠
裁
判
長
は
「
後
見
人
が
付
い
た
人
の
中
に

は
選
準
権
を
行
使
で
き
る
人
が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
選
挙
権

を
一
一
鶴
に
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

〈
判
決
の
翻
訳
時
間
関
面
、
関
連
記
事
3
@
部
面
〉

こ
の
親
患
の
合
鎖
性
を
巡
る
一
れ
た
基
本
的
機
刺
で
、
こ
れ
を
一
れ
た
こ
と
や
、
陣
轡
者
ら
に
選

憲
初
の
司
法
判
断
。
関
側
は
盤
訴
一
制
限
す
る
こ
と
は
陳
則
と
し
て
一
挙
権
を
認
め
る
の
が
園
際
的
な

噛
を
横
討
す
る
。
一
許
さ
れ
な
い
い
と
指
摘
。
制
限
一
流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

日

動
面
最
商
裁
に
よ
る
と
、
成
年
後
一
が
許
さ
れ
る
の
は
、
公
正
な
選
一
も
曹
訴
え
、
昼
、
霊
の
規
定

7
鶴

l

見
人
が
付
い
て
い
忍
人
は
全
国
一
挙
が
実
現
で
き
な
く
・
な
る
よ
う
一
は
吋
や
む
を
得
な
い
』
制
限
に

h
静
め
で
約
四
万
6
4
0
0人
(
昨
年
一
な
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
が
あ
一
は
当
た
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
。

打
遣
軒
末
時
)
。
今
回
の
判
決
は
、
札
…
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
た
。

P
親

1

腕
、
さ
い
た
ま
、
京
都
の
各
地
、
一
そ
の
上
で
、
「
成
年
後
見
制

移

E

-

一.

0
府
庁

ι
裁
で
起
き
て
い
る
問
種
訴
訟
に
一
度
の
目
的
で
あ
る
財
産
管
理

パ
帰
れ
も
襲
撃
与
え
そ
勺
だ
。
一
と
、
瀧
挙
揮
を
行
使
す
る
能
力

μ問
原
告
は
、
ダ
ウ
ヤ
慨
が
あ
る
百
論
ら
か
に
異
な
る
。
財
鶴
岡

:
瀞
年
間
豊
久
市
の
覧
耶
匠
さ
ん
一
理
が
で
き
な
く
て
も
、
選
挙
権

別
動
じ
止
(
印
)
。
尖
親
の
補
世
間
さ
ん
(
引
)
一
を
行
使
で
き
る
人
は
少
な
か
ら

日
槻
刊
鱗
が
2
0
G
7年
に
成
年
後
見
人
一
ず
い
る
」
と
指
摘
。
成
年
後
見

4
1掘
に
付
い
た
た
め
、
襲
撃
失
一
制
襲
撃
者
も
還
に
生
活

号

を

締

髄

っ

た

。

。

一

で

き

る

社

会

を

作

る

「

ノ

!

マ

諸
蹴
続
麟
判
決
は
ま
ず
v

「
灘
挙
権
は
一
ラ
(
ゼ
l
シ
ョ
ン
」
と
い
う
新

品
気
撃
で
関
民
に
平
等
に
保
障
さ
一
た
な
理
念
に
基
づ
い
て
設
げ
ら

車

4醤
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な
い
理
由
」
が
あ
る
例
外
的
な
一
部
件
立
件
さ
れ
て
い
る
。
知
的
一
及
ぼ
す
よ
う
な
証
拠
は
な
い
と

ケ
ー
ス
に
隈
ら
れ
る
正
し
た
。
一
陣
轡
者
の
施
般
で
、
施
設
側
が
一
し
て
園
側
の
主
柑
慨
を
避
げ
た
口

こ
の
「
や
む
を
得
な
い
理
由
」
一
入
所
者
に
投
頭
先
を
指
示
す
る
一
一
方
で
判
決
は
、
制
服
の
必

と
し
て
、
闘
が
挙
区
」
の
が
「
不
一
聯
件
も
鶴
き
た
。
一
観
性
を
完
全
に
否
定
し
た
わ
け

正
投
蕪
の
恐
れ
」
だ
。
判
断
力
一
判
決
も
不
正
投
顧
の
恐
れ
が
一
で
は
な
い
。
理
挙
権
を
「
一
一
輔
の

の
欠
如
に
つ
け
ζ
ん
だ
鱒
三
帯
一
争
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
、
不
正
一
公
務
」
と
位
麟
付
け
、
選
挙
構

一
一
が
、
特
定
の
候
補
者
に
撃
す
一
が
「
相
当
な
襲
」
で
お
れ
五
行
使
す
る
能
力
が
な
い
人
に

権
利
で
、
民
主
主
轄
の
視
幹
で
一
後
見
人
が
付
い
た
人
た
ち
の
権
一
る
よ
う
不
正
に
働
き
か
け
る
恐
一
て
国
政
運
挙
の
結
果
に
影
轡
を
一
轍
利
を
与
え
な
い
こ
と
は
「
合

も
あ
る
。
判
決
時
そ
の
襲
一
利
も
覇
。
量
権
の
制
限
が
一
れ
が
あ
る
と
主
醸
し
た
。
一
議
、
)
霊
器
量
調
?
一
理
的
」
だ
と
し
た
。
一
部
の
園
で

に
立
っ
て
、
「
陣
事
費
一
評
さ
れ
る
の
時
そ
の
制
限
が
一
犯
罪
統
計
に
よ
る
と
、
こ
う
し
て
鱒
醸
謹
間
十
一
同
勢
の
な
い
人
に
限
っ
て

老
化
に
よ
る
判
断
力
低
下
な
ど
一
な
け
れ
ば
公
正
な
撃
が
安
一
た
不
正
は
2
?
1霊
で

の

革

関

騒

懇

こ

選

挙

権

を

留

め

な

い

裂

を

輔

鱒
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
ナ
な
く
な
る
よ
言
「
や
む
を
得
一

5
誌
に
公
職
選
挙
議
反
で
議
議
欝
霊
山
二
入
し
て
い
る
と
し
、
日
本
で
も

一
。
弘
犠
騒
欝
盤

ω
J
一
そ
う
し
た
制
度
を
噂
入
で
き
る

一
』
議
盤
盤
引
二
は
ず
だ
と
指
摘
し
て
い
る
D

一

説

離

騨

韓

併

1

一
成
年
鏑
見
制
度
に
鮮
し
い
新

一

鱈

鰯

議

ω竺
井
麟
@
中
央
大
轍
投
(
民
法
)

一
端
鑓
臨
時
位
二
は
「
閣
は
瞳
ち
に
公
選
法
改
正

離
難
問
二
に
殿
、
記
む
べ
き
だ
白
菜
、

lvdrrト
ト
L
い
い
淑
.
一
不
正
投
蝶
を
防
ぐ
措
簡
も
必

mmvu初
日
山

ω。
一
襲
。
金
く
摺
思
表
示
が
で
き
な

一
い
人
な
ど
に
躍
っ
て
胸
部
裁
が
謹

一
帯
構
を
留
め
る
か
を
判
断
す
る

一
方
法
も
培
え
ら
れ
る
tF語
す
。

成
年
後
見
人
が
付
い
た
人
か
ら
選

挙
権
を
揮
う
公
職
選
挙
法
の
規
定
を

「
適
舗
、
無
効
」
と
断
ひ
た
同
日
の

東
京
地
裁
判
決
。
原
告
側
は
、
選
挙

犠
を
園
民
の
基
本
的
掘
利
と
定
め
た

鱒
法
の
理
愈
に
沿
っ
て
、
障
揮
者
ら

の
権
利
を
韓
麗
し
た
判
断
と
評
価
し
一

た
。
法
政
正
を
溜
る
内
鰐
だ
が
、
国
一

が
主
眼
慨
す
る
不
正
投
壊
を
ど
う
防
ぐ
一

か
な
ど
錬
嗣
酬
も
多
い
。
一

(
社
会
部
小
林
鱒
子
、
松
山
期
平
、
一

本
文
記
事

1
闇

)

一

醒
や
む
を
得
な
い
理
由
一

「
後
見
人
が
付
い
た
人
か
ら
一

一
織
に
選
挙
権
を
欝
う
こ
と
は
一

群
さ
れ
な
い
」
0

・
こ
の
日
の
判
一

決
は
こ
う
述
べ
て
、
公
選
法
の
一

規
定
を
と
断
じ
た
。
一

巡り判
勝訴し革審ぷ名児耶
躍さん(中興).、
母親の佳乎さん
(左〉、父親の澗
吉さん (i乏から 2
人間) 04日、東
京・簡が闘で〉中
宮川純撮彫

4園
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つ
山
挺
帥

/
に
2
止
(
鯛正不

8
曳
浦

O

権

O

N
、
刊

円
一
略
奪
者
日

ハU
品
安
同
「
ひ

バ
陣
れ
日
本
の
よ
う
に
、
後
見
人

3
臓
は
が
付
く
と
一
一
織
に
瀧
挙
権
を

1
併
前
失
う
制
鹿
は
、
欧
米
で
は
な

い
叩
け
ぬ
け
上
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
も

ト
樹

0
熱
鞠
名
し
た
関
連
の
陣
観
者
権

刊
鵡

2
璃
利
保
約
も
陣
審
者
の
韓
政
権
を

一一 t
間
留
め
て
お
り
、
・
判
決
は
「
国
際

詰
T
繍
的
な
潮
械
に
も
反
す
る
」
と
指

指
一
γ
減
摘
し
た
。

開
小
ん

C

オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
後
見
人
が

付
い
た
人
の
選
挙
権
を
一
一
繍
に

車

欧州では

一「

F一一-AIO.

A 

告争

制
隈
し
て
い
た
が
、
臨
法
裁
判

所
が
1
9
8
7年
、
。
同

ο陣
留

者
で
も
後
見
人
が
付
い
た
人
だ

け
選
単
一
騒
が
韓
わ
れ
る
の
は
不

平
等
だ
と
し
て
趨
癒
と
判
断

し
、
制
限
を
撒
践
。
英
国
も
2

0
0
6年
に
制
限
を
麟
止
し

せ
ず
」
主
L 

た
選
事
構
を
制
服
し
て
い
る
闘

で
も
、
一
簡
に
権
利
を
構
う
こ

と
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
後

見
開
始
の
審
判
の
臨
側
、
観
判
闘

が
、
財
醸
簡
躍
が
で
き
る
能
力

と
は
別
に
、
投
醐
聞
で
き
る
か
ど

う
か
を
個
別
む
判
断
し
、

舗
の
維
持
や
停
止
を
決
定
す

る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
W
年
、
欧

州
人
権
裁
判
所
が
ご
律
の
制

限
は
欧
州
人
権
条
約
に
反
す

る
」
と
判
断
し
た
の
を
提
げ
、

繍
別
に
判
断
す
る
仕
組
み
に
改

問
閣
の
規
定
は
そ
も
そ
も
、

判
断
力
が
欠
如
し
た
「
禁
治
産

制
度
」
の
利
用
者
を
対
殺
と
し

た
も
の
だ
。

2
0
0
0年
の
成

年
後
見
制
度
の
灘
入
時
に
引
き

継
が
れ
た
が
、
そ
の
時
点
で
も

す
で
に
規
定
を
撤
顕
す
べ
き
だ

と
い
う
嵐
毘
は
出
て
い
た
Q

開
制
度
は
、
陣
盛
向
者
や
高
齢

者
が
自
分
の
癒
思
で
物
事
を
決

め
る
構
利
を
噂
盤
し
つ
つ
、
財

産
管
理
な
ど
の
能
力
が
不
十
分

な
場
合
に
九
そ
れ
を
支
搬
す
る

た
め
に
瀞
入
さ
れ
た
も
の
で
、

「
選
帯
構
の
行
使
」
と
は
無
関

係
だ
か
ら
だ
。
こ
の
日
の
判
決

も
「
財
薩
筒
理
と
、
閣
の
政
鰯

に
対
し
て
自
ら
の
憩
見
を
持
っ

て
投
贈
す
る
能
力
は
明
ら
か
に

興
な
る
」
と
指
摘
し
た
。

内
同
年
聞
に
わ
た
っ
て
見
“
画
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ

か
。
制
鹿
設
計
に
携
わ
っ
た
関

係
者
に
よ
る
と
、
灘
単
制
度
を

醐
醐
低
繭
だ
っ
た
職
輪
一
一
所
箇
す
る
旧
自
治
省
が
「
不
正

後
見
人
が
付
い
た
人
は
昨
年
一
投
蝶
の
防
止
」
を
溜
由
に
、
規
定

末
現
在
で
約
日
万

6
4
0
0
一
撒
闘
に
強
く
反
対
し
た
た
め
だ

人
。
新
た
な
申
し
立
て
も
年
間
一
と
い
う
。
そ
の
後
の
園
金
で
の

2
万
件
以
上
あ
り
、
商
齢
社
会
一
識
論
も
低
醐
酬
で
、
規
定
は
そ
の

で
成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
は
一
ま
ま
曲
関
さ
れ
た
。

地
え
続
貯
て
い
る
。
判
決
が
擁
一
在
外
邦
人
の
選
挙
権
訴
訟
に

定
す
れ
ば
、
勝
轡
は
大
き
い
。
一
か
か
わ
っ
た
元
最
高
識
判
事
の

i
1
1
1
1
1
1
1
1

一
浜
田
邦
夫
弁
麟
土
は
「
国
会

正
。
ド
イ
ツ
で
は
、
財
産
髄
理
一
や
行
政
が
、
選
挙
権
の
剥
轄
と

な
ど
で
全
面
的
に
支
悪
童
一
い
う
大
量
に
き
ち
ん
と
関
心

な
構
合
に
選
挙
権
を
失
う
が
、
一
を
払
っ
て
き
た
の
か
、
反
省
す

後
見
人
が
付
く
人
の

M2り
数
%
一
る
必
硬
が
あ
る
」
と
指
摘
。
一

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
口
一
構
大
の
只
野
雅
人
襲
警
)

田
山
鱗
明
・
早
大
教
捜
〈
成
一
は
「
判
決
は
司
法
と
し
て
人
構

年
後
興
法
)
は
「
敵
州
の
よ
う
一
救
済
若
園
り
、
立
法
府
に
制
度

に
人
種
轟
麗
し
た
成
年
後
見
一
改
醤
を
迫
る
も
の
だ
か
た
だ
、

制
度
に
す
る
た
め
、
規
定
義
一
選
挙
権
の
行
使
に
畿
な
罷

施
す
べ
き
だ
」
と
話
す
ι

一
力
い
を
ど
う
判
断
す
る
か
な
ど

.
(
社
会
保
障
部
野
口
博
文
)
一
観
閣
も
残
る
」
と
翻
し
て
い
る
。
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一
求
め
て
い
き
た
い
」
と
鵠
し
た
。
一
と
知
り
、
断
念
し
た
。

一
次
男
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
仕
事

一
規
定
撤
擁
求
め
る
一
を
し
て
お
り
、
給
与
も
も
ら
っ

一
位
万
人
分
の
署
名
一
て
い
る
。
投
雪
経
験
し
た
こ

一
と
で
、
政
治
の
ニ
ュ
ー
ス
に
興

一
こ
の
日
の
判
決
は
、
成
年
後
一
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
投

一
見
制
度
の
利
用
を
た
め
ら
う
人
一
憩
を
済
ま
せ
る
と
、
テ
レ
ビ
の

一
た
ち
に
も
朗
報
と
な
っ
た
。
一
関
繋
結
果
を
熱
心
に
見
守
る
。

一
東
京
都
内
の
女
性
(
時
)
は
、
一
女
性
は
「
息
子
に
と
っ
て
選
挙

一
ダ
ウ
ン
症
で
中
度
の
知
的
障
鶴
一
措
は
宗
物
。
判
決
を
受
け
、
一

一
を
持
つ
次
男
(
却
)
の
将
来
を
見
一
日
も
早
く
規
定
を
撤
障
し
で
も

一
据
え
、
後
見
制
度
の
利
用
を
帯
一
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

中
佳
)
一
た
。
一
え
た
が
、
理
挙
権
が
失
わ
れ
る
一
・
知
的
障
害
者
の
観
ら
で
つ
く
一
し
た
。
判
決
後
、
北
原
守
理
事

(
の
肘
十
「
娘
の
権
利
を
奪
っ
て
し
ま
る
「
全
日
本
芋
を
つ
な
ぐ
商
成
一
揖
は
「
た
だ
ち
に
公
潜
法
を
見

ん
親
閲

さ

母

洲

一

っ

た

」

と

自

分

を

麗

め

続

け

た

会

」

(

東

京

)

は

2
0
1
2伴
、
一
躍
す
べ
き
だ
い
と
の
コ
メ
ン
ト

一

関

一

拙

刑

事

ん

は

、

閉

廷

後

の

記

者

規

定

の

撒

警

求

め

る

約

引

万

一

を

号

た

。

知
紅
一
駅
一
会
見
で
「
裁
判
所
が
あ
れ
ほ
ど

紘
一
泊
一
は
っ
き
り
認
め
て
く
れ
る
と
は

ず
昔
日
一
思
わ
な
か
っ
た
。
胸
の
つ
か
え

毘

宮

山

一

一

ん

官

l

金
一
清
(
一
が
下
り
ま
し
た
」
と
安
堵
し
た

4
腕

面

品

物

回

一

時

ぷ

鵠

サ

帥

ι
郎
関

1
拡

9

後
と
ん
一

決
)
芭
一
う
に
な
っ
た
ら
、
う
れ
し
い
い

o
一

め

判

央

子

一

と

述

べ

、

佐

々

{

」

ん

を

見

て

表

情

州

政

斬

一

P
「

一

を

鰻

め

た

。

一
一
ヨ
日
「
選
挙
権
を
行
使
じ
て
社
会
一
号
法
廷
の
憐
聴
席
か
ら
大
き
な
一
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
一
苅
一
一
緒
に
会
見
し
た
'
匠
さ
ん
の

一

一

-

6
併

1

に
読
し
、
由
民
と
し
て
蛍
々
一
拍
手
が
わ
き
閣
こ
っ
た
。
一
気
よ
く
答
え
た
。
一
代
理
人
の
杉
浦
ひ
と
み
弁
錨
士

ν詰
と
い
い
人
生
を
生
き
て
く
だ
さ
一
閉
廷
後
、
薬
を
持
っ
て
東
一
ダ
ウ
ン
等
知
的
障
留
を
抱
一
は
、
「
国
間
に
も
評
価
さ
れ

1
L
m引
い
」
。
判
決
雷
い
漉
し
後
、
一
京
地
裁
の
正
門
前
に
現
れ
た
佐
一
え
る
匠
さ
ん
は
2
0
0ワ
年
、
一
る
判
決
だ
。
全
闘
で
起
き
て
い

み
持
援
灘
裁
判
菜
、
原
告
の
一
さ
ん
は
、
「
勝
一
堅
議
か
れ
一
父
親
の
警
さ
ん
(
恩
義
見
一
る
問
機
の
訴
訟
で
も
、
閣
法
古

川
原
引
駈
露
普
さ
ん
(
切
に
笑
顔
で
一
た
横
断
響
掲
げ
て
待
っ
て
い
一
人
と
し
て
成
年
後
見
制
度
の
利
一
し
い
立
場
益
さ
れ
る
だ
ろ

議
2

官
P
か
け
る
と
、
地
裁
1
0
3
一
た
護
者
に
笑
顔
を
見
せ
、
「
あ
一
用
を
申
し
立
て
た
結
果
、
霊
了
つ
り
閣
に
は
控
訴
し
な
い
よ
う

選
語
製

号
に
一
新
複

番

人

売

断

信
克
競
無

証
後
。
※

車

「
も
う
一
度
、
選
挙
に
行
き
た

い
い
と
い
う
陣
審
者
の
南
が
司
法
一

を
動
か
し
た
の
成
年
後
見
人
が
付
一

い
た
人
に
選
挙
権
を
認
め
な
い
公
一

職
選
挙
法
の
鯛
定
を
、
「
遵
轡
@
一

無
効
」
と
断
じ
た
同
日
の
東
京
地
…

裁
判
決
。
原
告
の
女
性
と
両
親
は
一

「
ま
た
一
緒
に
投
票
に
行
け
る
」

と
醤
ぴ
、
選
挙
権
を
失
う
た
め
後
一

見
制
度
の
利
用
を
た
め
ら
っ
て
い
』

た
陣
鶴
者
の
家
版
ら
か
ら
も
歓
迎

の
声
が
上
が
っ
た
。
〈
本
文
記
事
1
面
〉
一

、

噌留
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一
付
い
て
も
投
票
能
力
の
あ
一
の
生
活
を
す
る
社
会
を
作
一
た
。
問
機
の
理
念
に
基
づ
一
制
度
の
趨
備
に
反
し
、
圏

一
る
人
は
少
な
か
ら
ず
い
一
る
「
ノ
l
マ
ラ
イ
ゼ
l
シ
一
い
て
欧
米
ア
法
改
正
が
港
一
際
的
な
潮
流
に
も
皮
す

一
る
」
左
し
た
。
一
ョ
ン
」
と
い
う
成
年
後
見
一
ん
で
い
る
と
と
に
も
触
れ
一
る
」
と
述
べ
た
。

一
国
側
は
「
控
蝶
能
力
を
一
制
度
の
理
識
を
盟
視
し
…
「
選
挙
権
を
事
う
ζ
と
は
一
門
鈴
木
一
生
〕

一
個
別
審
査
す
る
制
躍
の
創

一
般
は
不
可
能
で
、
成
年
後

一
見
制
躍
を
借
用
せ
ざ
る
を

一
得
な
い
」
と
主
張
し
た
が
、

一
判
決
は
「
運
用
広
困
難
が

一
伴
う
か
ら
と
い
っ
て
、
一

一
律
に
漉
挙
権
を
謂
う
と
と

一
が
町
や
む
を
得
な
い
』
と

一
投
頴
を
制
限
す
る
公
選
法
一
判
で
判
断
さ
れ
る
財
躍
の
一
は
.
い
え
な
い
」
と
批
判
し

成

年

後

見

人

が

付

く

と

摺

議

権

を

央

う

公

職

選

挙

法

の

規

定

培

法

の

下

の

平

一

一

一
の
親
定
を
瀧
態
と
し
た
畳
一
管
理
能
力
と
、
投
撰
能
力
一
た
。
，

噂

な

ど

を

保

障

し

た

】

織

法

に

反

す

る

と

レ

て

、

ダ

ウ

ン

症

で

知

的

陣

轡

が

あ

る

一

一

一

一
繭
輸
大
法
廷
判
決
(
凶
年
一
ば
明
ら
か
に
興
な
る
」
と
一
さ
ら
に
、
陣
轡
者
の
自

茨
械
麟
ヰ
久
市
の
名
児
耶
匝
さ
ん
(
印
)
が
固
に
灘
準
騒
が
あ
る
こ
と
の
櫨
昭
一

i

一

を
恋
た
懇
で
、
東
京
地
裁
は
昔
、
と
の
規
定
を
普
違
反
す
る
と
判
一

9
月

)

見

直

露

。

「

盛

覧

会

一

己

決

審

議

し

、

通

常

断
し
、
訴
え
を
認
め
る
判
決
喜
い
漉
し
た
。
間
樺
の
訴
訟
ま
さ
い
た
ま
、
京
一
題
と
な
っ
た
規
定
カ
一
生
一
輯
関
閤
醐
醐
臨
醐
輔
醐
関
関
輔
瞳

、

』

一

豪

語

侭

υつ
つ
投
票
を
一

都
、
札
制
問
の
各
地
裁
で
起
と
さ
れ
て
お
り
、
今
闘
力
初
の
商
法
判
断
。
一
一
と

j

の

と

す

に

な

ノ

制

も

川

町

出

品
出
口
一
刊
誌
ヰ
詩
下
一
間
約
一
期
間
主
君
臨
山

「

襲

警

制

限

す

る

や

一

撃

た

。

一

震

見

入

が

付

い

て

い

る

一

な

い

場

合

に

当

た

る

か

一

高

齢

附

訟

団

腕

前

醸

締

臨

む
を
縛
な
い
理
問
か
あ
る
一
判
決
が
確
定
す
れ
ば
名
一
成
年
被
後
見
人
約
時
万
6
一
ど
う
か
を
判
断
し
こ
。
一
す
カ
く
選
だ
こ
い
挙
ジ
し
挙
盤

一

一

T

-

限

ず

人

央

、

い

う

な

選

一

皮

耀

は

と
は
摺
め
ら
れ
な
い
」
と
一
児
堅
己
ん
は
襲
で
き
る
一

0
0
0人
(

霊

識

調

べ

)

一

襲

に

は

「

撃

の

道

一

樹

れ

兇

を

で

え

の

ぜ

に

に

定

述
べ
五
周
耶
さ
ん
に
対
一
よ
う
に
な
る
。
議
議
一
選
挙
権
に
も
蓄
を
与
一
理
を
理
解
す
る
能
力
が
必
一
腕
前
説

M

恥

臥

判

踊

る

弘

レ
「
ど
う
ぞ
瀧
鑑
騒
を
行
一
消
す
る
に
は
ハ
ム
躍
法
の
改
る
一
時
能
性
が
あ
る
。
一
関
」
と
し
た
が
、
「
成
年
一
撒
臣
と
略
掛

使
レ
て
社
金
に
樺
加
し
て
一
正
が
求
め
ら
む
告
し
と
か
判
決
は
、
在
外
邦
人
の
一
接
見
人
を
付
け
る
際
に
審
一
尚
一
し

4

J

思

噌圏
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成 年 後 毘 人 が 付 い た 人 は

選 挙 権 を 盟 失 す る と 定 め た

公 職 選 挙 法 の 規 定 を 選 魁 と

判 断 し た け け 自 の 東 京 地 裁 判

決 は 、 成 年 後 見 制 度 が 「 ノ

l マ ラ イ ゼ 1 シ ョ ン 」 と い

う 新 し い 理 念 に 従 っ て 作 ら

れ 、 旧 制 耐 震 か ら 移 行 し た と

い う 原 点 を 盤 視 し た 。 選 挙

権 の 公 平 さ を 璽 観 す る 近 年

の 臨 内 外 の 胃 法 の 流 れ も あ

り 、 立 法 措 盤 を 強 く 迫 ち れ

た 国 会 の 対 応 が 注 因 さ れ

る 。 { 鈴 木 一 生 、 和 田 試 士 〕

車

「 権 利 擁 髄 の た め の 制 震

を 利 用 す る と 、 逆 に 選 挙 権

を 奪 わ れ る の は お か し い 」 。

公 職 選 挙 法 の 選 議 識 を 麗 失

す る 規 定 を 巡 っ て は 、 成 年

後 毘 制 度 の 創 設 時 か ら 開 題

畑 制 さ れ て い た 。

成 年 後 見 制 霞 は ∞ 年 4

月 、 明 治 時 代 か ら 続 く 田 制

度 の 「 禁 治 麗 @ 準 禁 治 産 制

度 」 か ら 移 行 す る 形 で ス タ

ー ト 。 旧 制 度 で は 財 産 の 管

理 が 不 可 能 な 忍 ホ 治 産 者 」 と

判 断 さ れ る と 、 本 人 の 選 挙

権 や 法 律 行 為 が 全 て 取 り 消

さ れ る な ど 差 別 的 な 側 酷 が

あ っ た 。 そ の た め 成 年 後 見

制 度 は 認 知 症 の 高 齢 者 や 知

的 障 響 者 ら を 特 別 扱 い せ

ず 、 自 己 決 定 を 噂 麗 し て 過

積 と 開 じ よ う な 生 活 を さ せ

よ う と い う 考 え 方 、 「 ノ l マ

ラ イ ゼ l シ ョ ン 」 の 理 念 が

盛 り 込 ま れ た 。 今 回 の 判 決

司
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が 璽 視 し た の も こ の 点 だ 。

成 年 復 興 制 捜 の 創 設 に 携

わ っ た 当 時 の 法 務 省 関 係 者

に よ る と 、 制 度 移 行 の 際 、

理 念 を 反 映 す る た め 公 選 法

を 所 管 す る 自 治 省 ( 現 総 務

省 ) に 規 定 の 見 直 し を 求 め

た 。 だ が 、 担 治 省 側 は 「 成

年 後 見 人 が 付 い た 人 に 選 挙

権 を 与 え る と 、 他 人 に 影 繍 幽

さ れ 不 正 投 票 を す る 位 換 性

が あ る 。 額 到 に 投 票 能 力 を

馴 判 断 す る の は 不 可 能 。 家 陸 ・

裁 判 所 が 審 判 す る 成 年 後 毘

制 度 を 判 断 の 擦 に 信 用 す る

の は 合 理 的 な 理 南 が あ る 」

と 主 張 し 拒 否 。 規 定 は 新 制 耐

震 に 引 き 継 が れ る こ と に な

っ た と い う 。

法 務 館 関 係 者 は 「 新 制 度

の ス タ ー ト が 纏 先 さ れ ー 問

題 点 は 欄 よ げ に な っ た 。 い

ず れ 菌 会 で 法 改 正 さ れ る と

患 っ て い た 」 と 撞 り 返 る 。

理 念 と 動 静 し た 形 の 新 制

度 の 運 用 は そ の ま ま 続 き 、

日 年 2 月 に な っ て 今 回 の 訴

訟 が 起 と さ れ た 。 提 訴 時 に

総 務 椙 だ っ た 元 自 治 官 僚 の

片 山 醤 博 氏 は 「 本 人 を 保 護

3年
上
げ
で

関 車 '
:  輔 自 臨

髄
す る 結 果 、 本 来 広 く 事 有 さ

れ な け れ ば い け な い 政 治 参

爾 の 機 会 を 奪 う 結 果 に な り

違 和 感 が あ る 」 な ど と 圏 会

で 答 弁 し た が 、 法 改 正 の 議

論 は 深 ま ら な か っ た 。 「 公

選 法 は 政 治 の 領 域 で 、 役 人

が い じ ら な い と い う 不 文 律

が あ っ た 」 ( 片 山 民 ) か ち だ 。

今 聞 の 判 決 は 「 国 民 に は

陣 審 を 持 っ て 生 ま れ た 人 や

事 敢 な ど で 障 曹 を 持 っ た 人

な ど さ ま ざ ま な ハ ン デ ィ を

負 う 人 が 多 数 存 在 す る 。 そ

の よ う な 人 も 我 が 国 の 主 権

者 と し て 自 己 統 治 を 行 う 主

体 で あ る こ と は 言 う ま で も

な い 与 と 指 摘 し た 。 制 震 移

行 か ち 四 年 。 「 当 初 の 理 念

に 立 ち 返 っ て 制 度 を 毘 直 す

べ き だ 」 と の 艶 解 を 示 レ た

と 霞 え る 。

と れ に 対 レ 、 総 務 省 選 挙

課 地 「 雷 い 分 が 認 め ち れ な

か っ た の で 法 務 省 と 協 麟 し

て い き た い 」 と し 、 醤 麓 鶴

宮 宮 内 長 官 も 「 今 後 の 対 応 は

関 係 機 関 で 協 識 の 上 で 検 討

し て い く 」 と 述 べ る に と ど

め た 。 だ が 、 片 山 民 は 「 違

和 感 が な い 妥 当 な 判 決 だ 。

速 や か に 公 選 法 の 改 正 に 動

く べ き だ 」 と 語 っ た 。
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前 の 制 度 で は 心 神 盟 失 の 人 で

韓 仕 組 み つ ・ 議 の 宣 告 を 受 け た 人 を 「 斡 ω

治 産 者 」 と 呼 び 、 財 産 上 の 行 M

G ど う や っ て 利 用 す る の 抱 一 は 後 一 見 人 が 法 定 代 理 人 と し 地

? て 行 っ て い ま し た が 、 差 別 的 ・ 悶

A 本 人 が 認 知 症 の 進 行 な イ メ ー ジ が 強 い と レ て 廃 止 さ 伽

ど に 構 え 、 後 見 人 と な っ て 結 れ ベ 成 年 後 毘 制 霞 が 始 ま り ま . m

し い 人 を 選 ん で 契 約 す る 「 閉 山 し た 。 で も 、 禁 治 産 者 に な る 必

意 後 見 」 と 、 親 族 な ど の 申 し と 選 挙 権 を 失 う と い う 公 選 法 川

立 て を 浸 け て 家 建 裁 判 所 が 選 の 規 定 が 、 名 癒 を 変 え て 引 き m

ぷ 「 法 定 後 見 」 が あ り ま す 。 継 が れ て し ま い ま し た 。 こ の 係

法 定 後 毘 に は 保 畿 の 必 要 性 の た め 制 度 の 改 善 が 必 要 た と し 山

富 い 顕 に 蚕 里 「 保 佐 」 弱 て 訴 え が 超 と さ れ た の で す 。 貯

助 」 の 三 つ が あ り ま す 。 親 族 G ほ か に 問 題 は あ る の ? 渇

や 市 町 村 援 な ど が ど れ に 該 当 A 例 え ば 認 知 症 高 齢 者 は 即

す る か を 睦 師 の 診 鮪 轄 を 参 考 日 年 に 2 8 9 万 人 と な り 、 日 粛

に 判 断 し 、 家 裁 に 申 し 立 て ま 告 は 3 4 5 万 人 と 推 計 さ れ 繍

す む こ れ を 受 け 家 裁 の 調 査 嘗 て い る に も か か わ ら ず 、 成 年 間

が 必 要 に 応 じ て 本 人 と 菌 接 被 後 見 入 拡 年 々 増 加 傾 向 に あ 引

し 、 医 師 が 鑑 定 を 行 う な ど し る と は い え 、 昨 年 末 現 在 で 約 未

て 議 判 で 決 定 し ま す
D

日 万 6 0 0 0 人 に と ど ま り 、 間

母 制 度 の ど と が 問 題 に な ま だ ま だ 一 般 的 に 利 用 さ れ て 引

っ た の ? い る と は 喬 え ま せ ん 。 弁 髄 士 制

A 法 定 後 見 の う ち 、 成 年 な ど の 噂 門 家 だ け で な く 、 社 m

で 後 毘 と 審 判 さ れ た 人 ( 成 年 ・ 会 環 献 に 強 い 溜 歓 を 持 つ 市 民 一 寸

被 後 毘 人 ) が 趨 挙 権 を 失 う こ に よ る 「 市 民 後 ' ¥ i / 態

と で す c 震 や 補 助 、 任 意 後 見 堅 議 成 ? ¥ と 鵠

は 対 象 外 で す が 、 公 職 選 挙 法 必 要 だ と い う 声 明 特 ¥ マ

は 「 選 挙 権 及 び 被 選 挙 権 を 荷 が 強 ま っ て い ま ら チ

し な い 者 」 と し て 成 年 麓 一 見 す 。 繍

人 を 挙 げ て い る た め で す 。 以 自 答 ・ 鈴 木 一 生 ( 社 会 部 )

1 1 1 2 l i j e l l i - - 2 0 1 3 ' 3 ‘ 市

ン や デ ン マ ー ク 、 米 国 の 多 数 の 州

も 、 裁 判 所 の 審 査 を 経 る 形 を 採 用

し て い る 。

圏 内 で も 、 司 法 判 断 は 選 挙 権 を

毘 主 主 離 の 基 礎 と し て 璽 視 し 、 立

法 に よ る 制 眼 を 疑 関 視 す る 傾 向 に

あ る と い え る 。 畿 高 裁 大 法 廷 は 凶

年 9 月 、 在 外 邦 人 に 衆 参 両 院 の 選

挙 誌 で の 投 開 艇 を 認 め な い 公 選 法 の

規 定 を 遼 鑑 と 判 断 。 「 制 限 は 原 則

評 さ れ ず 、 制 掘 す る に は や む を 得

な い 事 備 が な け れ ば な 色 な い 」 と

判 断 し た 。 東 京 地 裁 判 決 は こ の 判

断 枠 組 み も 引 用 し て 避 難 判 断 を 噂

い た 。 そ の 上 で 「 さ ま ざ ま な 境 遇

に あ る 園 盟 が 、 こ の 圏 が ど ん な ふ

う に な っ た ら い い か 、 主 璃 替 と し

て 選 挙 を 通 じ て 臨 政 に 踊 げ る と と

が 蟻 会 制 盟 主 主 畿 の 榎 時 国 愚 か

ら 遡 挙 権 を 奪 う の は 題 め て 関 外 的

な 場 合 に 限 ら れ る 」 と 指 摘 し た c

な る ほ ド リ 蹴 ト 察 側 動 制 度

を 巡 る 裁 判 の 判 決 が 出 た と い

う け れ ど 、 そ も そ も ど ん な 制

度 0 ・
記 者 認 知 器 や 知 的 障 盤 、

糟 神 開 響 な ど で 判 断 力 が 十 分

で な い 人 の た め に 後 ろ 麗 と な

る 人 を 選 び 法 的 に 支 え る 制 度

で 、 ∞ 年 に 始 ま り ま し た 。 支

援 す る 人 を 一 酸 的 に 「 後 毘 人 」

と 嘗 い 、 親 族 や 弁 鐘 士 、 司 法

盤 士 、 社 会 福 祉 土 な ど か ら 選

ば れ ま す 。 財 産 の 蟹 理 や 介 盤

施 設 の 入 所 手 続 き な ど を 本 人

に 代 わ っ て 行 い ま す 。 本 人 が

結 ん だ 契 約 を 取 り 消 す と と が

で き る 場 合 も あ る の で 、 懇 髄

業 者 の 勧 誘 で 高 価 な 買 い 物 を

し た り 、 不 利 な 相 続 を し た り

す る 事 態 を 避 け る こ と も で き

ま す 。

車

で は

欧 米 諸 闘 で は 近 年 、 精 神 疾 患 な

ど で 判 節 能 力 が 不 十 分 で あ る と と

を 理 由 と し た 選 挙 権 の 鮒 離 は 法 政

正 で 開 題 さ れ る 領 向 に あ る 。 と の

日 の 東 京 地 裁 判 決 も 選 議 議 制 臨 に

つ い て 海 外 の 法 制 度 と 比 較 し 、 「 圏

際 的 な 潮 流 に 反 す る 」 と 指 摘 。 陣 審

者 の 選 挙 権 を 巡 る 関 際 的 な 動 向 を

霊 視 し た 。

オ ー ス ト リ ア で は 柄 引 年
1

成 年 被

後 見 人 の 選 挙 詣 制 離 規 定 を 盤 法 裁

判 所 が 遭 難 と 判 断 し 、 規 定 は 翌 年

削 験 。 ス ウ ェ ー デ ン で は 関 年 、 精

神 疾 患 を 理 由 と し た 選 挙 権 制 限 が

す べ て 臨 閉 止 さ れ 、 邸 年 に は カ ナ ダ

で も 問 機 に 制 限 が な く な っ た 。

こ う い っ た 動 向 を 踏 ま え 国 連 が

何 年 に 探 訳 し た 「 陣 輩 官 権 利 条 約 」

つ

盤 何 日 「 の 日 - H ) H

N C H ω 有 ω 油 同 町 田 町 一 O ∞

「 罰 事 同 開 ( 滑 鞘 川 ケ 撞 哨 一 - 〉 司 持 、 U 時 」

選 挙 管 理 法 制 定 で 、 オ ラ ン ダ も 偲

年 の 盤 法 改 正 で 制 曜 を 擁 止 し た 。

一 方 、 裁 判 所 の 個 別 審 査 で 選 挙

は 、 障 害 者 の 政 治 的 権 利 を 保 障 。 遺 構 制 限 を 認 め る 菌 も あ る
0

フ ラ ン

挙 権 の 確 保 を 闘 記 し た 。 と れ ち を ス は 前 年 の 法 改 正 で 裁 判 官 の 判 断

機 に 動 き は 加 速 し 、 英 国 は 関 年 の に 重 ね ら れ る よ う に な り 、 ス ペ イ
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を
理
由
と
す
る
選
挙

権
罰
障
の
法
鐸
な
し

選
挙
権
鶴
販
に
裁
判
所
の
醤
査
を

要
す
る
法
制
度
へ
の
移
行
が
主
流

語 正
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

カ
ナ
ダ

ぶ
)茜

の
後

力
不
十
分

イ
ギ
リ
ス

オ
ラ
ン
ダ

米
国
(
コ
ロ
ラ

ド
な
ど
8
州
)

米
国
(
そ
の
他
)

フ
ラ
ン
ス
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判

一

吉

岡

駅

識

女

明

。

る

一

一

番

う

れ

し

く

闘

一

安

心

し

て

使

え

る

社

会

に

一

抗

-

一

城

地

の

.

吠

一

ん

あ

訴

一

、

]

一

一

調

茨

京

υ

白

郡

一

勧

亡

が

擁

一

'vた
と
の
申
決
」
と
詠
一
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

一

部

怠

~

広

戸

棚

齢

紘

一

ん

だ

。

自

身

T率
見
人
と
一
京
都
議
で
係
第
の

一

肘

一
ur--

が

ん

じ

県

鑓

υ
市

に

抱

一

な

ο
た
と
と
で
、
ほ
ぽ
欠
一
京
都
市
中
京
区
の
知
的
陣

一
掛
川
関
町
一
一
疑
問
勧
明
か
さ
ず
投
罪
行
っ
て
い
一
関
の
あ
る
男
性
(
印
)
は
、

一

臓

器

詔

F
智
一
た
名
児
耶
さ
ん
か
ら
選
挙
一
番
号
遇
じ
「
う
れ
し

一
観

J

で
名
一
仰
が
た
:
が
揮
き
興
一
橋
を
事
っ
て
し
ま
っ
た
と
一
い
。
京
都
で
も
早
く
判
決

一

階

完

F
長

官

需

日

お

一

輝

芸

、

暴

に

踏

み

切

一

を

出

し

て

選

議

選

し

醐

年

1
ウ
久
提
掛
胞
が
日
間
的
地

M
ま
幌
一
っ
た
潤
古
さ

υQ
「
闘
の
一
て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト

薗
園

1

ダ

牛

に

.

明

知

性

周

知

都

舟

生

札

一

/

一

一
種

mM晴
々

弱

9

一
っ
か
え
が
と
れ
た
思
い
一
レ
た
。

・
:
・
一
だ
」
と
笑
顔
を
四
月
せ
た
。
一
〔
佐
藤
心
哉
、
狩
野
観
彦
、

一
な
り
ま
し
た
」
と
語
り
、
一
弁
麟
団
の
杉
浦
ひ
と
み

》

椴

の

繭

い

が

司

法

に

届

一

一

一
一
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
一
弁
櫨
士
は
「
日
本
の
関
轡

い
た
。
成
年
覧
会
付
け
る
と
趨
議
案
う
公
選
議
の
規
定
を
譲
一
と
よ
レ
ょ
こ
事
行
一
議
如
来
襲
警
-
厚

と
結
論
付
け
た
M
日
の
興
京
地
職
判
決
。
願
皆
の
名
児
耶
匠
さ
ん
(
印

)
H茨
一

u

b

l

v

一

一
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
一
た
第
一
歩
に
な
る
判
決

城
県
牛
久
市
日
は
「
う
れ
し
い
で
す
」
と
轄
び
を
か
み
し
め
、
弁
趨
団
は
量
一
一
と
関
わ
れ
る
と
、
「
思
い
一
で
、
国
際
的
に
も
評
価
さ

挙
権
の
盟
要
性
に
鑑
み
て
閣
は
控
訴
を
難
し
控
え
、
圏
金
は
早
期
に
規
定
を
削
一
一
ま
す
」
と
力
を
込
め
た
。
一
れ
る
」
と
称
鏑
。
乙
の
日

除

し

て

ほ

し

い

」

と

強

く

訴

え

た

。

〔

和

田

武

士

〕

一

一
父
潤
古
さ
ん
(
飢
)
は
一
の
法
躍
で
手
話
題
釈
が
つ

午
後
1
時
半
、
警
拠
一
撃
行
使
し
て
社
会
に
欝
一
は
両
親
や
護
士
と
寮
一
「
察
審
理
内
容
だ
り
下
た
り
し
た
と
と
な
ど
に

織

1
0
3号
法
廷
。
定
一
加
し
て
く
だ
さ
い
の
堂
々
丁
離
が
関
の
司
法
記
者
ク
一
予
盤
以
上
に
し
っ
か
り
と
一
も
触
れ
、
「
法
難
自
体
が

環
蹴
裁
判
盛
が
名
児
耶
さ
一
と
胸
を
鞭
っ
て
い
い
人
生
一
ラ
プ
で
配
者
会
見
し
た
。
一
し
て
お
り
、
近
来
の
盆
判
一
ノ
l
マ
ラ
イ
ゼ
!
シ
ョ
ン

島
訴
の
判
決
蓄
量
五
雲
て
く
だ
さ
い
」
一
瞬
れ
瞬
れ
と
レ
た
袈
備
で
一
決
で
は
な
い
か
を
評
価
。
一
の
境
現
在
麓
織
し
た
も
の

す
と
、
傍
臨
席
の
支
搬
者
一
閉
廷
後
、
名
児
耶
さ
ん
一
「
選
挙
に
行
げ
る
よ
う
に
一
噛
び
を
俳
句
で
謹
現
し
、
一
だ
っ
た
」
と
諮
る
。

ら
か
ら
拍
手
が
わ
吉
起
こ
一

1

(惨

F
B
l
i識
が

自

目

闇

f
t

っ

た

。

霊

童

は

m二
母

ハ

斑

れ

ニ

瞬

時

一

開

審

離

の

臨

盟

問

一
陵
町
町
阻
伊
自
福
島
耳

L
J
d唱，
h
f
U
事

EEFB''自
一

'

分
近
く
か
け
て
判
決
理
由
一

1
1
4
1
1
J
t
?
d

』
』
J
J
A
i
L

の
骨
子
を
分
か
り
ゃ
す
く
一
東
駅
地
識
の
判
決
を
、
一
学
校
に
、
通
学
。
帯
構
畿
は
一
躍
。
投
醐
刷
所
探
内
が
自
宅
一
っ
た
」
と
旗
り
遮
る
。

説
明
し
、
融
緩
に
名
児
耶
一
札
腕
地
裁
で
係
争
中
の
札
一
鎗
鞍
工
な
ど
を
し
て
い
た
一
に
屈
か
ず
、
市
に
聞
い
合
一
さ
い
た
ま
地
裁
に
蝿
訴

さ
ん
に
ほ
ほ
笑
み
か
け
、
一
瞬
市
の
男
性
(
惑
は
自
抱
一
が
、
今
は
層
す
る
母
親
ぶ
せ
て
躍
議
要
議
一
し
た
知
的
審
の
あ
る
女

と
う
舗
り
か
け
た
。
「
名
一
の
テ
レ
ピ
の
速
報
で
知
り
一
〈
竹
)
の
不
動
産
収
入
な
ど
一
め
て
知
っ
た
。
そ
れ
ま
で
一
性
(
町
〉
の
成
年
後
見
人

見
耶
さ
ん
、
ど
う
ぞ
趨
挙
一
「
国
に
勝
つ
の
は
離
し
い
一
で
欝
ら
す
。
計
四
桝
や
人
と
一
投
酬
酬
を
欠
か
し
た
乙
と
は
一
で
、
女
性
の
姉
の
浅
見
盤

一
と
心
闘
し
て
い
た
が
、
良
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
一
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
底
一
子
さ
ん
(
邸
)
は
己
の
日
の

勝
訴
の
離
れ
輔
の
前
世
決
勝
佐
一
か
っ
た
。
札
幌
で
も
適
癌
一
が
う
ま
く
で
普
な
い
と
い
一
役
所
に
伺
鹿
か
足
を
趨
ん
一
判
決
を
街
聴
。
「
妹
へ
の

関
せ
る
(
左
か
ら
)
震
の
名
一
と
判
断
し
て
ほ
し
い
」
と
一
い
、
悦
害
h
u
月
に
札
襲
五
一
知
、
職
闘
は
「
法
一
陣
で
一
判
決
に
向
け
た
良
い
流

距
離
陸
さ
U

、
母
圭
F
r
h

品

目

立

一

・

-

一

一

議
官
さ
島
東
部
千
阿
国
一
票
捕
ま
せ
た
。
一
裁
で
暴
露
人
と
す
一
決
ま
っ
て
い
る
」
の
一
点
一
れ
。
今
日
記
号
機
運

区
の
悪
霊
前
で
は
早
鐘
一
男
性
は
遺
障
轡
の
た
一
る
手
続
き
を
取
っ
た
。
一
揺
り
。
「
自
分
が
建
さ
が
高
ま
り
公
選
法
が
政
正

1
務
分
、
丸
山
博
畿
一
め
小
中
学
校
は
特
別
事
一
そ
の
2
カ
月
後
の
護
一
れ
て
い
る
よ
う
で
親
し
か
吉
れ
、
成
年
後
見
制
度
が

且醐画醐画醐

4鍾
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V
成
年
識
見
制
鹿
知
的
一
に
代
わ
っ
て
潜
入
。
後
見
人
一
在
、
選
挙
で
国
政
に
届
け
る
一
と
指
摘
。
そ
の
止
で
「
被
後

審
議
題
な
ど
で
判
断
一
は
被
後
見
人
の
代
理
で
財
産
一
と
と
が
民
主
義
の
韓
」
一
見
人
と
さ
れ
た
人
が
総
じ
て

能
力
が
不
十
分
な
入
量
ら
一
富
や
議
サ
ー
ビ
ス
の
興
一
と
警
の
理
念
を
唱
。
国
ず
撃
機
を
復
す
る
に
足
る

し
↑
主
義
雄
す
る
た
め
、
本
人
一
約
な
ど
走
汀
可
能
力
に
応
一
一
吐
一

な
ど
自
主
て
童
け
て
一
じ
て
語
二
産
量
一
カ
国
民
の
襲
撃
梧
限
で
一
能
力
を
欠
く
わ
け
で
は
な

裁
判
所
が
展
望
議
一
慰
安
額
一
号
、
後
見
一
き
る
の
は
「
や
む
を
得
な
い
一
い
の
は
朗
ら
か
」
と
判
断
し

定
す
る
制
度
。

2
0
0
0年
一
葬
げ
て
い
交
の
み
襲
一
警
が
あ
る
組
め
て
録
的
一
得

に
繁
簡
陸
・
摺
禁
治
陸
制
度
一
楢
が
な
い
。
一
な
競
合
に
限
ら
れ
る
」
と
判
一
越
川
帯
構
を
瑠
う
寸
や
む
を

j
e
t
j
jく
i
i
j
f
-
J
J
J
H
t
J
J
j
t
一
断
一
議
の
枠
組
み
を
苧
υ
一
憾
な
い
事
細
川
」
は
な
い
と
判

た

。

一

基

準

と

す

べ

告

か

ー

ー

な

ど

一

た

。

一

断

し

た

理

由

と

し

て

、

第

三

訴
訟
で
は
⑨
知
的
障
醤
な
一
が
争
わ
れ
た
。
一
判
決
は
、
成
年
後
昂
躍
一
者
に
よ
る
不
疋
投
顛
の
働
き

芸
彊
由
に
灘
帯
構
を
制
隈
一
判
決
璃
由
で
、
議
裁
判
一
の
利
用
基
準
は
「
自
己
の
壁
掛
り
や
白
醸
の
役
損
な
ど
で

成
年
一
後
見
人
が
付
く
と
譲
栂
を
失
う
と
し
た
公
盤
警
察
援
護
と
し
て
、
議
壁
一
匠
さ
ん
〈
別
)
0
2
0
0
7
一
す
べ
き
か
ゆ
制
限
が
必
要
だ
畏
は
「
様
々
な
還
に
あ
る
一
躍
を
管
耀
e

処
分
す
る
能
力
士
棄
の
公
正
が
寵
さ
れ
る

市
の
審
議
に
、
遊
撃
機
の
護
柔
控
訴
訟
の
判
決
が
昔
、
裏
地
裁
で
あ
え
て
年
、
父
親
が
愛
人
と
な
り
、
一
と
し
て
も
、
成
年
後
見
章
一
国
民
が
ど
ん
な
施
策
が
さ
れ
の
有
無
」
と
し
、
準
権
を
一
恐
れ
は
見
い
だ
し
難
い
」
と

譲
裁
判
畏
は
「
成
年
被
後
昆
人
か
ら
一
律
に
襲
撃
弾
う
こ
と
は
、
許
容
で
き
な
い
」
な
ど

ι
一
潜
在
投
票
で
き
な
く
な
っ
一
け
て
い
る
か
ど
う
か
者
判
断
定
ら
幸
せ
か
な
ど
の
章
一
F

話
す
る
能
力
と
は
興
な
る
一
述
べ
汚

述
べ
、
悶
規
定
義
で
響
と
判
断
。
女
性
の
要
一
宮
め
読
決
言
語
し
汚
一
刊
行
口
日
日
日
HHHHHUUUHhH
川nHHHMMHH
川口
HHHUMMHHHHHHH
日HHH
口HHHHHH
日目立
HHHH
日H川口
HHH5HHHMMWuhuHHHμMMHHWHIGU
江川口い
hHHhu
日日刊行日川口
N
i
u
-
-
u
日川
Hけ
U口HH1J
…
一
さ
ら
に
、
意
義
う

:
;
み
)
閣
時
開
設
一
…
関
翻
欝
鰭
韓
議
欝

r諮問一…紘一脱出一一一端

臨
時
開
設
計
特
γ
一…

L引い
A

回
転
刊
誌
現
日
正
取
鮭
和
」
錦
町
白
人
に
な
っ
た
…
一
れ
れ
間
賠
法

制
下
で
、
今
後
の
判
決
に
も
影
響
一
…
…
は
判
決
後
、
震
霞
が
関
の
罰
の
1
0
3骨
法
廷
。
判
決
潜
い
蹴
一
こ
と
で
庇
さ
ん
が
翠
警
失
っ
と
許
き
れ
な
い
。
ゃ
む
を
雪

村
話
料
品
作
刊
誌
一
設
け
れ
持
続
一
番
ぴ
UMγ

認
識
問
理
席
比
一
」
民
民
主
山
一
一
判
的
知
は
趨

川
畑
被
後
見
人
は
昨
年
末
時
点
で
一
…
…
「
ど
う
ぞ
語
葬
使
し
て
の
瞬
間
満
席
の
普
か
ら
}
聴
た
]
と
審
議
率
先
て
一
…
一
綿
審
議
今
後
の
対

行
約
問
恋
文
主
る
。
服
一
…
…
社
金
に
捗
加
し
て
く
だ
さ
い
。
堂
一
斉
に
撃
が
潤
い
た
。
僚
い
ち
…
…
一
応
に
つ
れ
て
は
、
闘
を
議

誌
告
は
、
ダ
ウ
ン
症
の
名
児
耶
一
…
y
H
H
H
U
H
H
E
R
i
-
-ぃ
h
i
l
l
H
H
h
H
U
H
H
h
三川口町日川
HH
口HH
口HHH2HHHHHH
日川口
HHUHHH
日HhHHHHHUuhhHHH内
HEn-HHHHHHHH
日目立片付
H
;
u
H
n
i
…
一
者
と
す
る
惑
を
代
掻
ず
る

一も
1
8
0項
目
が
響
装
り
一
審
議
決
(
2
0
0
5年
)
法
務
省
と
協
織
す
る
。

議

原

告

女

性

、

喪

失

ま

で

ほ

ぼ

毎

回

投

票

一

に

さ

れ

、

選

議

喪

失

喜

一

を

醸

し

二

俸

に

選

議

一

す

h

h

p

L

P

|

;

!

?

L

‘
‘
.
一
時
か
ら
批
判
援
を
た
り
一
を
認
め
な
い
国
有
の
規
定
は
制
度
の
改
革
必
要

想

実

情

踏

ま

h
え

権

利

尊

重

閣

議

鞍

隣

諮

問

官

な

い

と

曾

3
3中央
審
(
馬

町
一
掛

6

・

4

i

i

J

こ

f
凶
よ
』
一
い
る
。
こ
の
日
の
判
決
は
二
ま
た
、
判
決
は
新
た
な
制
一
患
の
賠
成
年
後
回
若
受

宮
(
舗
ノ
成
年
被
後
見
詰
断
は
盤
く
、
国
に
憲
一
の
に
対
し
、
成
意
見
製
一
容
が
計
弊
な
ど
が
苦
苧
な
一
鹿
を
検
討
す
象
地
に
も
雷
一
け
て
い
る
人
の
権
利
を
襲

f
i
l
人
の
霊
祭
一
議
運
の
改
正
を
突
き
一
は
利
霊
が
法
律
話
語
一
一
方
で
、
壊
後
一
高
等
一
死
日
本
欄
器
護
士
一
す
る
童
話
語
。
財
産

よ
失
わ
れ
雲
職
選
挙
法
の
親
一
つ
け
た
と
い
え
る
。
一
塁
け
な
い
よ
議
離
す
一
準
要
ろ
ま
で
ま
ま
ま
一
協
会
の
奈
闘
入
量
璃
一
語
力
量
権
選
正

謀
議
鰐
鍋
鶴
一
側
関
点
観
錯
誤
軒
錯
綜
否
認
明
謹
劃
一
間
話
通
鈍
す
れ
ば

g暴
力
は
全
く
の

欄
腕
者
ら
の
権
利
を
守
る
と
い
う
一
防
止
の
た
め
、
判
断
能
力
の
一
阻
す
る
「
話
番
」
の
う
雨
量
得
霊
制
限
一
塁
促
す
に
は
護
憲
ど
一
環
響
、
盛
後
雲
閣
由

議
議
事
月
に
し
た
。
規
定
一
な
い
人
に
財
憲
議
さ
せ
一
ち
舗
項
目
が
削
除
さ
れ
た
一
で
き
る
の
は
や
む
を
得
な
い
一
の
欠
格
蓄
の
撒
臓
が
必
一
に
襲
撃
リ
闘
す
る
こ
と

そ
の
も
の
告
遊
離
と
し
た
豆
な
い
こ
と
」
を
主
限
と
し
た
京
、
過
単
橘
な
ど
少
な
く
と
一
撒
合
に
限
ら
れ
澄
と
レ
た
一
師
匠
と
強
翻
す
る
。
一
は
不
合
閣
で
あ
り
、
回
全
は

速
や
か
に
法
改
正
に
動
く
必

弾
が
あ
る
0

・
日
本
の
成
年
後

見
制
度
は
海
外
と
比
べ
る
と

本
人
の
自
由
が
格
段
に
小
さ

い
。
権
利
を
制
限
す
る
と
い

う
鞘
想
で
は
な
く
、
権
利
を

で
き
る
限
り
認
め
る
と
い
う

方
向
で
制
鹿
の
改
革
在
進
め

て
い
く
べ
き
だ
叫

一寸

園田一町一...  

律

許
さ
れ
渦
L-

噌園
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1
1
1

句。

v.
‘
it

間
制
度
の
趣
旨
や
選
挙
権

日
酔
)
一
制
限
を
見
障
す
方
向
に
あ

ゆ
母
部
一
る
国
際
的
な
潮
流
に
反
す

何
/
川
瀬
一
る
と
批
判
。
「
立
法
は
、
裁

繋
慨
す
且
の
限
界
蓄
え
て
譲

に
濡
(
一
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。

前
父
で
一

を
の
前
一
国
側
は
一
，
不
正
投
蕪
の

紙
人
繊
一
誘
輔
が
行
わ
れ
る
恐
れ
が

た
見
地
一

れ
後
京
一
あ
る
」
と
キ
援
し
た
が
「
不

成
年
後
見
人
が
付
く
と
一
H
判

決

書

留

選

錨

五

日

撃

で

は

ω知
的

障

一

年

後

見

人

を

付

げ

る

か

ど

貯

j
一
正
投
票
相
当
な
頻
度
で

選

挙

権

柔

芸

書

、

の

一

社

説

富

一

審

な

ど

を

富

に

選

挙

権

一

う

か

で

嘩

賞

さ

れ

る

の

と

さ

侶

一

括

れ

る

と

推

認

す

る

に

規

定

は

護

に

違

反

す

必

一

最

高

裁

に

よ

る

と

、

被

十

を

制

限

で

き

る

か

『

案

人

一

は

、

財

産

鶴

理

能

力

の

有

一

臨

ユ

足

る

証

拠

は

な

ど

と

退

主
一
一
一
、
被
後
見
人
の
名
一
後
見
人
は
昨
年
末
時
点
で
一
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
一
無
で
あ
っ
て
、
選
挙
権
与
J

調
晶
一
け
た
。
総
務
省
は
「
今
後
の

児
耶
庇
さ
ん
2
0
u
i筑
城
一
約
十
一
一
一
万
六
千
人
に
上
一
の
成
倖
後
見
制
度
を
用
い
一
行
使
す
る
能
力
と
は
異
な
一

J
C
'
E

一
対
応
は
法
務
省
と
協
議
す

県
牛
久
市
H
が
闘
を
相
手
一
る
。
同
規
定
の
合
震
を
一
て
選
挙
警
察
さ
せ
て
す
を
指
摘
。
被
後
見
人
と
一
く
わ
け
で
は
な
い
の
は
明
一
権
の
制
限
は
、
審
者
が
一
ゼ
i
シ
ヨ
ン
露
ま
え
た
一
る
い
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

に
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
の
一
め
ぐ
る
司
法
判
断
は
初
め
一
い
い
の
か
ー
が
主
な
争
点
一
さ
れ
た
人
が
す
べ
て
選
挙
一
ら
か
と
断
じ
た
。
一
憾
働
者
と
分
け
隅
て
な
く

確
認
を
求
め
た
訴
訟
の
判
一
て
で
、
同
種
訴
訟
が
係
争
一
と
な
っ
た
。
一
橋
を
行
使
す
る
能
力
を
欠
一
判
決
は
さ
ら
に
、
選
挙
一
生
活
で
き
る
ノ
l
マ
ラ
イ

決
が
十
四
日
、
東
京
地
裁
一
中
の
札
腕
、
さ
い
た
ま
、
一
判
決
理
由
で
定
嫁
裁
判
一
日

H
U
H
i
l
l
-
-
H
i
H
H
U
M
i
-
-
H日山川
U
H
-
-
H
H
H

間
副
長
崎
一
盟
問
諮
問
読
む
話
料
需
品
鵠
京
畿
諮
問
酎
一
鶴
湾
設
問
切

る
や
む
を
得
な
い
理
由
が
一
名
児
耶
さ
ん
は
ダ
ウ
ン
一
る
こ
と
は
原
則
ど
し
て
許
一
選
議
署
で
判
断
能
一
制
度
に
代
わ
っ
て
2
0
0
一
い
る
u

最
高
裁
に
よ
る

あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
一
症
で
留
選
が
あ
り
、
一
さ
れ
ず
、
や
む
を
得
よ
1

一
力
が
十
分
で
は
な
い
人
が
一

0
年
に
樽
入
。
能
力
量
一
と
、
日
告
の
聖
件
数

-

闘

い

h

f

げ
い
一
財
産
上
の
不
利
益
や
被
害
一
度
で
「
成
年
後
見
」
{
保
一
ま
計
3
万
I
4
0
2
件

と
判
断
、
名
児
耶
骨
量
同
さ
ん
さ
が
後
見
人
一
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
」
一
や
遺
産
分
割
を
代
わ
り
に
一
が
あ
り
、
塁
手
厚
く
保
一
万
5
9
2

選
挙
権
義
務
た
。
一
と
な
り
、
選
挙
権
を
失
つ
…
と
説
明
。
そ
の
上
で
、
成
一
行
っ
た
り
、
同
癒
し
た
り
一
識
さ
れ
る
後
見
は
「
判
断
一
を
占
め
る
。

益
法
規
建
東
京

、、

ρ
初
判

唱圏
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成
年
後
見
制
度
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
薄
う
こ
と
を
潜
態
と
す
る
初
判
断
を
示
し
た
十
四
日
の

東
京
地
裁
判
決
c

陣
智
者
ら
が
態
法
が
定
め
た
主
権
者
で
あ
り
、
避
専
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

声
を
国
政
に
届
け
る
こ
と
の
大
切
べ
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
た
り
さ
ら
に
、
陣
轡
者
ら
の
選
挙

権
の
制
限
を
見
陣
す
閣
際
的
な
潮
流
が
あ
る
の
に
、
い
っ
こ
う
に
制
度
改
正
に
動
か
な
い
国
に

強

い

斡

轟

を

鳴

ら

し

て

い

る

。

(

小

嶋

麻

友

英

、

横

井

武

昭

)

被
後
見
人
は
少
な
か
ら
ず
せ
か
な
ど
の
意
見
を
、
主

い

る

」

権

者

と

し

て

選

挙

を

通

じ

十
四
日
の
東
京
地
裁
判
て
関
政
に
届
け
る
こ
と
こ

快
は
、
成
年
後
見
制
-
肢
を
そ
が
議
会
制
民
主
主
離
の

流
用
し
て
、
一
律
に
選
挙
根
幹
」

権
を
響
つ
こ
と
を
叶
制
度
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ

の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
厳
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
を

し
く
一
批
判
し
た
の
「
わ
が
国
の
主
権
者
と
し

-
ニ
て
自
己
統
治
を
行
う
主
体

輔
「
公
正
」
と
は

日
儒
生
活
に
関
す
る
行
為

i

で
あ
る
こ
と
は
嵩
}
つ
ま
で

O
伴
に
擁
止
さ
れ
た
穀
治
定
め
ら
れ
た
。
ノ
i
マ
ラ
イ
ゼ
!
シ
ヨ
ン
は
本
人
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
公
正
な
選
挙
と
は
伺
も
な
い
」
と
強
調
c

選
挙

輔
負
の
遺
産

結
制
度
か
ら
引
当
」
継
が
れ
「
社
合
的
排
除
」
と
悪
に
車
眼
を
闇
い
た
成
年
後
て
い
る
。
セ
今
回
の
判
決
で
は
、
権
を
奪
う
こ
と
は
原
則
と
「
鱗
治
産
者
か
ら
成
年
一
被

「
次
に
掲
げ
る
者
は
、
た
っ
明
治
時
代
の
立
法
時
評
の
高
か
っ
た
譲
治
産
制
見
制
度
だ
。
財
産
保
全
と
し
か
し
、
公
選
法
で
は
、
選
挙
制
躍
そ
の
も
の
に
も
し
て
許
さ
れ
な
い
と
し
、
後
見
人
に
呼
称
が
変
わ
っ

越
場
権
及
び
被
燐
拳
権
を
は
、
家
制
度
の
下
で
陣
密
度
か
一
り
取
っ
て
代
わ
っ
た
い
う
目
的
は
同
じ
で
も
、
「
禁
治
産
者
v

」
を
「
成
年
踏
み
込
ん
で
い
る
。
例
え
響
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
て
も
、
対
銀
は
一
数
し
、

有
し
な
い
」
0

・
公
職
選
挙
者
の
行
為
を
制
隙
し
つ
の
が
、
臨
欝
者
で
あ
っ
て
多
く
の
欠
格
条
項
は
撒
擁
被
後
見
人
」
に
変
え
た
だ
ば
、
次
の
よ
う
な
く
だ
り
し
な
け
れ
ば
公
正
な
選
挙
一
般
的
に
政
治
捗
聞
は
期

法
二
条
は
、
選
挙
権
を
つ
、
資
産
を
保
全
す
る
こ
も
適
時
m
の
生
聞
が
送
れ
る
さ
れ
、
日
用
品
の
購
入
や
け
。
選
挙
権
を
噂
う
規
定
が
あ
る
。
が
確
保
で
き
な
い
副
外
待
で
き
な
ど
な
ど
の
答

認

め

な

い

対

象

に

、

服

役

と

を

目

的

と

し

て

い

た

。

は

そ

の

ま

ま

残

っ

た

。

「

さ

ま

ざ

ま

な

境

遇

に

的

な

場

合

」

に

限

ら

れ

る

弁

を

繰

り

遮

し

、

捜

つ

ぱ

中

の

受

刑

者

ら

と

と

も

雄

番

組

者

に

な

る

と

務

会

職

選

挙

法

「

財

産

な

ど

の

適

切

な

あ

員

票

、

こ

の

闘

が

と

指

摘

し

た

。

ね

て

芝

ο

暴

露

み

に
、
成
年
後
見
を
受
け
る
な
ど
の
法
律
付
為
は
取
り
主
受
章
受
ぴ
被
選
挙
権
也
管
理
や
処
分
は
で
き
な
く
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ら
国
会
で
も
こ
の
問
題
は
を
示
し
た
今
回
の
司
法
判

ぺ
成
年
被
一
後
見
人
」
を
挙
消
さ
れ
、
国
家
公
務
員
や
有
し
な
い
者
〉
て
も
、
選
準
機
彦
経
す
い
い
か
、
ど
ん
な
施
織
が
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
断
に
、
国
会
は
対
応
を
迫

げ
る
。
陸
師
に
な
れ
な
い
な
ど
、
次
に
掲
げ
る
者
は
、
選
挙
権
及
び
る
に
足
る
能
力
を
有
す
る
さ
れ
た
ら
自
分
た
ち
は
帯
て
き
た
。
だ
が
、
政
府
は
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
規
定
は
二

δ
0
さ
ま
ざ
ま
な
欠
格
議
項
が
け
被
選
挙
権
を
有
じ
な
い
.

議
離
繍
蕗
轡
鰹

禁
鏑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
い
川
J

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
叫
単
一
川

公

時開事
堂
下

東
京
地
盤
前
で
支
持
者
や
報
灘
闘
に
「
勝
訴
」

ι審
か
れ

た
紙
在
見
せ
る
関
係
者
ら
H
凶
回
、
斑
両
院
・
闘
が
闘
で

4(万件)-..-.-.…ー・一
目立年後見制置の串立件数
※金属の家庭裁判所調べ

陥
3 

4畠

， 醐麺置醐

j自

れ

会
対
応

諸
外
国
で
は
一
九
八
O
年

年

に

織

法

裁

判

所

か

過

態

と

国

連

は

O
六
年
、
隣
犠
者

一
代
筆
以
降
、
選
挙
権
の
制
判
断
し
、
規
定
が
削
除
さ
の
番
政
権
を
認
め
る
「
警

…
限
を
廃
止
し
た
り
、
紹
和
し

a

静
れ
、
被
後
見
人
は
能
力
に
よ
者
権
利
条
約
」
を
綴
択
。
現

一
た
り
す
る
勧
告
が
顕
著
だ

0
4留
る
制
限
を
受
け
ず
に
投
壊
で
在
、
条
約
批
准
閣
は
百
一
一
十

融
商
闇
闘
量

一
今
回
の
東
京
地
裁
判
決
も
'
-
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
闘
を
粗
え
る
が
、
日
本
は

「
被
後
見
(
〈
か
ら
選
挙
栂
を
目
圏
、
英
閣
で
は
、
ニ
O
O六
年
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い
。

…
奪
つ
こ
と
は
国
際
的
な
潮
流
融
聾
の
法
改
正
で
知
的
隙
翠
宮
各
国
の
噛
寵
に
詳
し
い
国

一
に
反
す
る
」
と
批
判
し
て
い
阿
川
品
心
神
捜
失
者
に
選
挙
権
が
新
学
院
大
学
法
科
大
学
院
の
佐

一

る

。

臨

鮪

た

に

与

え

ら

れ

た

0

フ
ラ
ン
撃
一
教
按
は
「
日
本
の
公

オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
、
か
つ
調
静
内
ス
は
謹
O
七
年
、
被
後
見
人
選
法
の
規
定
が
時
代
遅
れ

一
て
は
日
本
と
問
機
、
被
後
見
贈
位
の
選
挙
権
を
一
律
に
響
つ
の
な
の
は
明
ら
か
。
今
回
の
判

J

日同盟

…
人
に
な
る
と
、
選
挙
権
を
自
駒
静
で
な
く
、
裁
判
官
が
個
別
に
挟
は
、
国
際
的
な
流
れ
に
迫

…
動
的
に
失
う
と
い
う
法
規
定

i

審
査
し
て
選
挙
揮
績
の
可
い
つ
く
た
め
の
大
き
な
一
歩

一
が
あ
っ
た
が
、
早
い
段
階
で
否
在
判
断
す
る
よ
う
法
改
正
に
な
る
」
と
期
待
在
留
せ

一

制

度

改

正

に

動

い

た

の

八

七

し

た

。

た

。

'
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知
的
障
慢
の
あ
る
娘
を
思
う
老
父
の

強
い
気
持
ち
が
、
商
法
を
興
き
動
か
し

た
。
公
選
法
の
選
挙
権
棋
失
規
定
を

「
遭
難
」
と
断
じ
た
十
四
日
の
翠
京
地

裁
判
決
心
理
ず
の
闘
い
に
報
い
る
判
決

に
、
支
様
者
か
ら
は
「
お
め
で
と
う
」

と
拍
手
が
繍
い
た
。

(
融
面
捗
照
)

一
頭
法
の
精
神
こ
沿
う
一
か
に
も
、
個
人
の
権
利
を
一
と
い
う
ノ
l
マ
ラ
イ
ゼ
!

半
4
7

一
め
ぐ
っ
て
さ
ま
さ
ま
な
差
一
シ
ヨ
ン
の
理
念
に
基
づ
い

一
奥
平
壁
京
大
量
一
封
鎖
装
警
れ
て
一
て
始
ま
っ
た
成
年
後
最

一
教
授
(
簸
法
)
の
括
私
一
お
り
、
そ
う
し
た
風
潮
に
一
度
で
、
議
論
が
尽
く
さ
れ

一
的
な
成
年
後
見
と
公
的
な
一
も
一
石
を
投
じ
る
判
決
だ
一
な
い
ま
ま
残
さ
れ
た
課
題

一
選
挙
権
と
は
制
度
の
目
的
一
と
思
う
。
一
の
一
つ
だ
っ
た
。
国
連
で

「
ど
う
ぞ
選
挙
権
を
行
匠
さ
ん
20u
の
親
子
に
語
一
選
挙
公
報
を
熟
読
し
、
二
が
遺
い
、
別
物
と
考
え
る
一
，
一
は
ニ
0
0六
年
に
「
障
害

使
し
て
社
合
意
し
て
一
り
か
け
た
。
「
命
の
あ
る
一
響
装
じ
て
き
た
う
一
べ
き
だ
。
判
決
は
、
濯
う
一
権
利
守
る
流
れ
加
速
一
期
詩
集
約
」
が
採
択
さ

/
み
~
さ
い
。
蛍
々
と
胸
を
一
う
ち
に
触
を
も
う
一
度
、
一
一
一
O
O七
年
二
月
、
清
一
制
度
を
無
為
件
に
転
用
す
一
大
関
根
寛
放
送
大
教
授
一
れ
た
が
人
日
本
の
閥
会
は

蝦
っ
て
い
い
人
生
産
一
選
定
し
た
い
」

υ

清
一
吉
さ
ん
は
計
祭
苦
手
な
一
る
こ
と
ほ
は
師
一
向
が
あ
る
一
(
福
祉
事
の
話
陣
議
し
て
い
な
い
。
条
約

き
て
く
だ
さ
い
」
一
吉
さ
ん
が
訴
え
続
け
た
忠
一
娘
の
将
来
の
財
産
管
理
在
一
と
論
理
f
F
f
fし
て
お
一
審
者
の
橘
利
手
一
守
る
と
い
一
の
増
加
を
踏
ま
え
、
間
金

一
"
‘
一
り
、
評
価
で
き
る
つ
権
利
一
う
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
判
一
体
で
ど
の
よ
う
に
障
害
者

審
議
長
は
星
い
に
司
法
は
し
っ
か
り
と
菅
、
匠
さ
ん
の
妹
と
一
一
…
や
自
闘
を
厳
密
に
考
え
る
一
薄
。
棄
権
が
な
い
こ
一
の
人
壁
守
る
の
か
を
も

で
、
明
快
雷
雲
顎
乍
土
応
え
た
。
一
人
で
成
年
後
見
人
に
な
っ
一
難
仲
間
の
立
法
精
神
に
も
沿
一
と
は
、
障
審
者
も
静
溜
の
一
う
一
度
聞
い
直
し
、
間
会

話
機
、
原
告
席
に
ぎ
一
匠
さ
ん
は
ダ
ウ
ン
症
で
一
た
。
そ
の
問
震
の
参
院
一
っ
て
い
る
。
社
会
で
は
ほ
一
合
同
じ
よ
う
に
習
す
一
も
対
応
を
愈
ぐ
べ
き
だ
り

名
児
器
官
悶
さ
ん
さ
と
一
知
的
警
が
あ
る
が
、
説
一
濃
か
ら
、
匠
さ
ん
へ
の
選
一

1
1
H
V・
1・パリ
H
i
l
l
i
-
-
u
H
U
H
-
Hいれ
れ
れ
い
一
日

一
み
雪
に
不
自
胞
は
な
嘉
内
は
が
き
が
腐
か
な
一
匠
支
は
い
つ
も
「
い
い
一
け
に
は
い
か
な
い
。
章
一
と
認
め
て
く
れ
た
。
胸
の

一
い
。
議
撃
校
〈
特
別
支
一
く
な
っ
た
。
一
よ
」
と
簡
を
掛
け
た
。
一
ば
か
り
は
引
き
下
が
れ
な
一
っ
か
え
が
す
っ
と
と
れ
た

一
銀
十
校
)
卒
業
後
は
、
雑
一
ぷ
く
ぜ
ん
と
し
た
。
一
匠
さ
ん
は
、
小
学
校
入
一
い
」
。
清
吉
さ
ん
は
裁
判
一
気
が
し
た
。

一
調
の
ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
一
鶴
か
れ
と
思
っ
て
制
度
を
卒
読
ら
む
ち
、
職
場
一
議
『
つ
農
薬
め
た
。
一
「
選
挙
が
で
き
る
よ
う

し
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
一
利
用
し
た
の
に
、
私
は
娘
一
在
歪
羅
警
れ
る
な
ど
一
提
訴
か
ら
二
年
。
判
決
一
に
な
り
ま
し
た
」
。
判
決

蹴
知
一
た
。
一
の
入
植
を
鍵
盤
す
る
片
棒
一
差
別
を
受
け
て
き
た
η

一
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
一
後
の
会
見
で
笑
顔
で
話
す

堅
二
事
足
っ
て
か
ら
一
語
い
で
し
ま
っ
た
」
ο

一
「
選
挙
権
騒
が
国
民
で

7
キ
ャ
ッ
プ
童
つ
多
く
一
匠
さ
ん
の
そ
の
横
顕
在
見

ん
者
一
は
毎
闘
の
選
挙
に
両
親
と
一
白
識
の
怠
に
さ
い
な
ま
一
あ
る
こ
と
の
粧
し
。
こ
れ
つ
め
な
が
ら
捕
直
さ
ん
も

露

一

投

票

所

に

足

を

運

ん

だ

。

一

門

事

警

さ

ん

に

、

一

以

上

農

を

傷

つ

け

る

わ

突

っ

た

ο

「
春
一
番
う

耶

司

一

』

れ

し

く

闘

い

た

こ

の

判

鰯

一

盤

国

代

理

人

「

簡

は

控

訴

断

念

を

」

快

。

ち

ょ

っ

と

字

余

り

で

一

・

・

す

カ

」

。

親

子

三

人

で

ま

官
一
判
決
後
の
記
者
会
見

τL逆
行

し

て

い

る

こ

と

を

一

し

「

震

や

傍

聴

席

に

分

た

、

撃

に

行

け

る

l
u

話
一
で
、
原
定
理
人
の
杉
浦
十
字
議
し
て
き
た
。
日
本
十
か
り
や
す
く
や
っ
て
く
れ
少
し
お
ど
げ
た
口
調
に
欝

竺
ひ
と
み
弁
警
は
「
判
断
一
は
、
障
害
者
の
襲
警
た
。
裁
判
所
震
が
ノ
i

び
が
あ
ふ
れ
で
た
の

駒
山
一
能
力
の
低
い
、
高
い
に
か
一
認
め
た
国
連
の
「
陣
欝
者
一
マ
ラ
イ
ゼ
l
シ
ョ
ン
を
興

さ
か
わ
ら
ず
、
選
挙
で
国
主
一
籍
者
に
雪
辱
一
現
し
て
い
た
」
と
評
価
し

後
互
に
声
を
届
け
る
嘉
荏
を
一
し
た
も
の
の
、
批
准
に
必
一
た
。

決

苗

一

一

一

判
清
一
明
確
に
轡
い
た
判
決
」
と
一
壊
な
法
鞍
備
カ
逝
ま
ず
宋
一
札
幌
、
さ
い
た
ま
、
京

得
一
一
帯
議
を
強
調
。
選
挙
権
哀
准
の
ま
ま
だ
。
杉
浦
弁
一
都
の
一
遍
誠
一
で
絹
こ
さ
れ

め
い
刈
一
の
軍
要
性
に
鑑
み
、
控
訴
議
ヱ
は
「
判
決
は
、
条
約
五
同
額
薮
山
の
行
方
に
も

を

児

一

一

一

度
後
一
さ
れ
な
い
よ
う
、
閣
に
働
一
批
准
へ
の
第
一
歩
と
な
一
期
待
を
込
め
「
今
回
と
遺

制
、
き
掛
け
と
い
」
と
吾
つ
一

3
、
国
的
に
も
評
価
さ
山
つ
判
断
を
出
す
の
は
苦
し

見

骨

岡

田

画

一

i

一

後
ん
一
た
。
一
れ
る
と
啓
つ
」
と
話
し
一
い
と
考
え
る
。
類
似
υた

轄
一
原
告
は
訴
訟
を
通
じ
一
た
。
一
判
決
が
続
く
こ
と
を
、
希

一
て
、
公
選
法
の
選
挙
植
樹
同
一
法
廷
で
の
定
探
裁
判
噌
長
一
議
を
込
め
て
予
測
し
て
い

一
失
規
定
が
国
際
的
な
潮
流
一
の
T
融
な
態
度
に
も
言
及
一
る
」
と
強
調
し
た
。

4掴
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車
〈
一
く
て
も
行
使
能
力
を
欠
く
者
に
一
決
定
の
尊
震
い
と
い
う
成
年
後

出
一
選
挙
権
を
与
え
な
い
と
い
う
規
一
毘
制
度
の
種
回
に
反
し
、
障
害

耕
一
定
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
で
、
一
者
ら
の
選
挙
権
制
限
を
見
直
し

協
二
律
に
選
挙
権
を
制
限
す
る
一
つ
つ
あ
る
国
際
的
潮
流
に
も
反

4
L開
一
寸
や
む
を
得
な
い
事
情
」
に
は
一
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。

環
一
当
た
ら
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
一
総
務
省
は
「
今
後
の
対
応
に

吋
覇
一
ま
た
、
一
律
制
限
は
「
自
己
一
つ
い
て
は
法
務
省
と
協
議
し
た

成
年
後
見
人
が
付
く
と
選
挙
一
公
選
法
は
、
後
見
開
始
の
審
一
と
の
判
定
を
受
げ
、
平
成
四
年
一
，•••• 

，
 

••••• 

，
 

•• 
e
-
-
-
-
-
-
e

・1‘••• 

，・:・・:・・・・・・
-e

、.
3

一
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

鰐

問

問

配

む

時

流

一

認

す

説

帥

鵠

以

れ

一

伎

は

院

院

時

札

腕

時

一

閣

時

知

一

問

諸

問

鶴

、

岡

一

寸

諮

問

郡

守

山

岡

山

憲
法
に
題
反
す
る
と
し
て
、
茨
一
い
」
と
定
め
て
い
る
の
同
様
の
一
確
定
。
こ
の
た
め
、
選
挙
一
権
を
一
神
障
害
で
判
断
能
力
が
不
十
分
一
「
胸
張
っ
て
」

一

一

な

人

の

保

護

や

支

援

を

目

的

一

城
県
牛
久
市
の
ダ
ウ
ン
症
の
女
一
訴
訟
は
き
い
た
ま
、
札
幌
、
京
一
失
っ
た
。
一

四

一

一

に

、

平

成

臼

年

に

導

入

さ

れ

性
が
国
に
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
一
都
の
3
地
裁
で
も
起
こ
さ
れ
て
一
定
義
判
長
は
、
成
年
産
一
た
。
判
断
能
力
に
応
じ
て
、
後

の
確
認
を
求
め
た
訴
訟
の
判
決
一
お
り
、
判
決
は
初
め
て
。
一
見
人
に
つ
い
て
「
総
じ
て
選
挙
一
見
マ
保
佐
マ
補
助
|
一
の
3
類
型

が
品
担
い
東
京
地
裁
で
あ
っ
一
主
な
争
点
は
、
①
知
的
障
害
一
権
を
行
使
す
る
に
足
る
能
力
を
一
が
あ
る
が
、
選
挙
権
を
失
う
の

た
。
定
塚
誠
裁
判
長
は
「
成
年
一
な
ど
を
理
由
に
選
挙
権
を
制
限
一
欠
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
明
一
は
被
後
見
人
の
み
。
後
見
人
は

被
後
見
人
も
主
権
者
た
る
国
民
一
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
⑦
成
一
ら
か
」
と
指
摘
。
仮
に
選
挙
権
一
申
し
立
て
を
受
け
て
家
裁
が
選

で
、
選
挙
壁
一
律
に
剥
奪
す
一
年
後
見
制
度
を
使
っ
選
挙
権
を
与
え
て
も
「
選
挙
の
公
正
を
一
任
し
、
財
産
管
理
や
本
人
が
締

る
規
定
番
設
け
る
こ
と
は
許
容
一
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
が
合
一
確
保
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
一
結
し
た
不
利
な
契
約
の
号
消

一

一

し

な

ど

を

行

う

こ

と

が

で

き

で
き
な
い
」
と
し
て
規
定
議
官
ャ
沼
」
擦
っ
た
。
一
義
態
が
生
じ
る
と
は
認
め
ら
一
る
。
最
高
裁
に
よ
る
と
、
昨
年

患
で
無
効
と
判
断
、
選
挙
権
を
一
原
告
の
名
児
耶
匠
さ
ん
(
印
)
一
れ
な
い
」
と
し
た
D

そ
の
上
一
末
時
点
で
被
後
見
人
は
約
臼
万

認
め
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
一
は
中
度
知
的
障
害
で
ダ
ウ
ン
症
一
で
、
成
年
後
見
制
度
を
使
わ
な
一

6
5
0
0人。

成
年

人

法

噌翻
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一樹1

成
年
被
後
見
人
の
選
犠
権
買
失
を
違
憲
と
…
掛
け
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
裁
判
官
だ
口

し
た
定
塚
誠
裁
判
長

U
写
麗
…
平
成
四
年
日
月
に
は
、
保
険
診
療
一
と
自
由

H
位
、
最
高
一
難
行
政
局
の
課
…
診
療
を
併
用
す
る
「
窓
口
診
療
」
を
原
則
鎖

。
畏
な
ど
を
歴
任
、
東
京
地
裁
…
止
レ
た
制
度
を
め
ぐ
り
、
適
法
と
の
初
判
断

で
も
幅
広
く
行
政
訴
訟
を
手
…
を
示
し
、
が
ん
患
者
の
男
性
勝
訴
を
一
百
い
渡

…
し
た
(
最
絡
的
に
最
高
裁
で
敗
訴
砲
定
)
。

…
外
閉
人
の
難
民
不
認
定
処
分
の
取
り
消
し
を

…
求
め
た
訴
松
な
ど
も
担
当
し
て
い
る
n

車
ず

定塚裁判長:
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成さか以
年zな l峰
後のく
見将な遇
制来つ挙
度のた案
の財旦内
利産情の
朋管百は
を理さが
申にんき
し備がは
立え低周

行
政
訴
訟
J文

ン

て
、
後
見
人
に
選
任
さ
れ
た
た
め

だ。
摘
出
口
さ
ん
は
、
計
算
が
苦
手
な

置
さ
ん
が
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に

と
の
思
い
か
ら
、
成
年
後
見
制
度

を
利
用
し
た
れ
「
娘
を
助
け
る
制

度
の
は
ず
な
の
に
」
0

・
糟
青
さ
ん

が
謝
る
と
、
匠
さ
ん
は
「
い
い

-轡法に鑑み、遺書挙権の制限は ・被後見J人から一律に溜挙権を
原則として許されず、「やむ 判 響うのは後見制使の趣旨に反
を得ない事情」が必要だ 決 し、国際的な潮流にも反する
a成年被後見人の選挙権を棋j事 骨 e被後見人に選挙権はないとす
しなげれぽ公正な選挙ができさ 子 る公選法の規定は適量撃で無効
ないとは認められない だ .ト

一、
判
決
後
、
母
の
佳
子
さ
ん
(
左
U

、
父
の
満
宮
さ
ん
〈
中
央
ゾ
と
と
も
に

築
顕
在
見
せ
る
原
告
の
名
児
耶
底
さ
ん

H
M日
午
後
、
東
京
地
裁
前

4自

よ
」
と
寂
し
そ
う
に
つ
ぶ
や
い

た
り
遊
説
一
ゐ
態
畿
を
税
い
た
自
ら

が
そ
の
権
利
を
薄
う
結
果
と
な

り
、
消
留
さ
ん
は
界
の
意
織
に
さ

い
な
ま
れ
た
。

'
い
り
母
、
佳
子
手
川
(
印
)
も
同
じ
思

可
へ
い
を
抱
え
て
い
た
。
昨
年
ロ
月
の

畠
衆
院
選
。
投
開
爵
に
出
か
け
た
両

輪
噛
親
の
留
守
番
を
す
る
匠
さ
ん
に
、

購
帰
省
中
の
弟
が
何
げ
な
く
尋
ね

輯
た
。
「
も
う
世
襲
は
済
ま
せ
た
の

鞠
醐
?
」
。
匠
さ
ん
は
一
瞬
捕
を
に
ら

鑑
み
、
そ
の
後
は
王
位
向
き
掃
し
黙

曹
っ
た
。
後
に
こ
の
一
括
を
矧
り
、
佳

瞳
子
さ
ん
は
「
や
っ
ぱ
り
制
度
を
利

輔
輔
用
し
な
ザ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か

i

-
輔
な
」
と
腐
を
か
ん
だ
。

盟
「
娘
の
大
棄
権
利
を
取
り
戻
一

.
凡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
忠

勝
い
で
闘
っ
怠
覇
。
全
面
勝
献
の

l
w
判
決
を
勝
ち
取
り
、
潤
宙
さ
ん
は

閉
廷
後
の
A
覧
で
「
胸
の
つ
か
え

。
が
下
り
た
い
と
ほ
っ
と
し
た
様

子
。
匠
苔
ん
は
次
回
H
選
挙
で
両
親

と
投
票
ω

に
行
き
た
い
か
関
わ
れ
、

「
思
い
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
肢
と
諮

った。

(
1面
移
照
)

の
渉〈やしき・わたる) .宮崎麓業経営大法
(民法)の額「補祉の現識で陪従来、被
要撃さ年

の
者

この部分は著作権の関係で|
ご提供できません。 I 見

と
思

される社会を実現するきっかけとすべき

制眼選挙存続に懸念
有国{申弘 e関西橋祉大

法学)の踊「日本は普通選挙を摘げながら、実際
は障害者を排 会

が

円 にの部分l主著作権の関係で| 与
;: iご提供できません。 Q 

T-.さ
才 の人に投票が可能にな
るような制度作りが必喪だ
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i
自
目
目
F

成
年
被
後
見
人
一
つ
ま
り
、
成
年
後
見
制
度
の
一
に
は
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め

視

点

一

一

d
目

1
1
1
の
女
性
に
選
挙
権
一
枠
組
み
を
全
く
趣
旨
の
遵
う
選
一
ら
れ
る
事
情
が
な
け
れ
ば
な
ら

を
認
め
た
東
京
地
裁
判
決
は
一
挙
制
度
の
判
断
に
N

借
用
μ

し
一
な
い
」
と
の
判
断
呈
示
し
た
。

「
選
挙
権
を
薄
う
の
は
主
権
者
一
て
き
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
。
一
で
は
、
「
や
む
を
得
な
い
事

た
る
地
位
を
事
実
上
剥
奪
す
る
一
地
裁
判
決
が
規
定
の
違
憲
性
一
情
」
と
は
何
か
。

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
、
一
の
検
討
に
当
た
っ
て
用
い
た
の
一
最
高
裁
判
決
は
「
制
限
し
な
一
は
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

簸
法
が
保
障
す
る
選
挙
権
の
璽
示
、
口
年
の
審
問
裁
判
決
だ
。
一
ゴ
れ
ま
選
挙
の
公
正
を
確
保
す
ム

一

一

一

急

が

れ

ま

》

法

整

備

み
を
強
調
。
制
限
し
な
げ
れ
ば
一
在
外
邦
人
の
選
挙
権
行
使
を
制
一
る
こ
と
が
事
実
上
不
能
な
い
し
一

な
ら
な
い
ぺ
や
む
を
得
な
い
事
一
限
し
た
公
選
法
の
規
定
を
違
憲
一
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
一
制
度
樽
入
か
ら
十
余
年
を
経

情
」
が
あ
る
か
慎
重
に
検
討
を
一
と
し
た
判
決
は
「
選
挙
権
や
そ
一
合
」
と
し
た
。
一
て
喪
失
規
定
に
初
の
司
法
判
断

重
ね
、
公
職
選
挙
法
の
喪
失
規
一
の
行
使
を
制
限
す
る
こ
と
は
原
一
そ
も
そ
も
、
公
選
法
が
選
挙
一
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
多

定
は
「
成
年
後
見
制
度
の
趣
旨
一
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
」
と
し
一
権
喪
失
の
基
準
と
し
て
い
る
後
一
く
の
人
々
が
選
挙
権
喪
失
を
受

に
反
す
る
」
と
断
じ
た
。
一
た
上
で
、
「
制
限
を
す
る
た
め
一
見
開
始
の
審
判
で
欝
理
さ
れ
る
一
け
入
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
も

一

一

の

は

、

財

産

の

管

理

処

分

能

力

一

事

実

だ

。

自

己

決

定

の

尊

麓

と

曹
関
連
う
制
鹿
借
用
一
覇
公
撃
の
規
定
で
一
の
有
無
だ
。
霊
警
富
で
一
い
晶
度
の
趣
旨
を
実
現
す
る

成
年
後
見
制
度
は
、
禁
治
産
一
鞠
弾
本
人
は
選
挙
権
失
う
一
き
る
か
と
い
う
見
地
か
ら
検
討
一
た
め
に
も
、
早
急
な
法
整
備
が

制
度
を
見
直
す
形
で
平
成
ロ
年
一
命
勝
中
一
ま
加
え
ら
れ
て
い
な
い
っ
一
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一

6
1

時

一

l

一

に

導

入

さ

れ

た

。

か

つ

℃

の

ム

一

冊

一

さ

ら

こ

れ

ν仮
に

投

票

を

認

め

一

(

滝

口

盟

希

)

，a

一
断
'
成
年
後
見
一
人
を
選
任
一

l
(

一

選
法
は
禁
治
産
官
五
口
を
受
け
た
一
判
静
…
て
も
不
適
正
な
投
票
が
相
当
頻
一
軸
盟
関
盟
理
盟
覇

者
の
、
選
挙
権
を
認
め
て
お
ら
一
難
明
一
度
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
推
忍
で
一
瞳
曹
盟
鶴
田
制
器
一

ず

、

こ

れ

議

す

る

号

、

信

長

審

理

一

き

な

い

②

成

年

後

見

制

度

喜

一

瞳

臨

酷

臨

髄

新
制
度
下
で
も
、
保
護
の
必
要
一
刊
誠
一
用
し
な
く
て
も
直
接
的
な
規
定
一
欧
米
で
は
近
年
、
精
神
障
害
一
る

o
u日
の
東
京
地
裁
判
決
は
一
が
、

1
9
8
8年
に
削
除
。
ス

性
が
最
も
高
い
「
後
見
」
週
一
面
一
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
?
な
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
で
一
こ
う
し
た
傾
向
に
触
れ
、
日
本
一
ウ
ェ
!
デ
ン
で
は
禁
治
産
制
度

の
み
選
挙
権
の
袈
失
規
定
が
残
一
東
ど
の
事
情
か
ら
、
選
挙
権
の
制
一
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
選
挙
一
の
現
状
を
「
精
神
障
害
者
ら
の
一
か
ら
後
見
制
度
へ
の
移
行
を
契

自
己
決
定
の
尊
重
と
い
う
新
し
一
機
に
鈎
年
に
選
挙
法
が
改
正
さ

い
理
念
に
基
づ
き
、
法
改
正
を
一
れ
、
精
神
障
害
に
よ
る
選
挙
権

進
め
る
国
際
的
な
動
向
に
反
す
一
の
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た
。
カ
ナ

る
」
と
し
た
り
一
ダ
は
m
m
年
、
英
国
は
2
0
0
6

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
成
年
被
一
年
に
制
限
を
隣
止
。
フ
ラ
ン
ス

後
見
人
の
選
挙
権
が
自
動
的
に
一
で
も
、
凶
年
に
法
改
正
さ
れ

剥
欝
さ
れ
る
規
定
が
あ
っ
た
一
た
。

親
族
5
が
後
見
開
始

を
申
し
立
て

4圏
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